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計 画 の 大 要 ー トである。一階に歩行者玄関がゐ b、 主倶楽部室の外

阪神間 Lこ於げる 東京銀行の綜合運動場及倶楽部ハウス 食堂及漉場守備へ、二階に和室二室の件、球場長室等 を設

でゐる。宝塚背面の丘の上の松林を開放 して、こ、に聖子 〈。

球場米ラグピ ー;場 、テ ニス コート凶商の外、バスケヅト 外裟は、屋根赤瓦、壁が白色でゐる為、松の緑、テエ

コートを備ふ。
スコ ート のアンヅ 戸カ ーの赤、懸薗及屋根の 白 e ii 示、つ

倶楽 部ハウス は地階が自動車玄関及ロッ カー， 浴室， まb緑、赤 、及自と云ふ色彩の構成から 出来て居ると云

使 所、ボイラ ー室、IJ、使室等 とし、構造は鉄筋コゾクリ へる。

1 階

地 階

ま手 数

G9. G坪

59. 811 

2 階

針

構 造

uO. Gu坪

179. 8ul l  

地 階 鉄 筋 コ ゾ ク リF ト造 ]. 2 階 木 造

仕 上 概 要

地階 外裟外部 コγ ク リート 打放しの催色 モルタ

ル吹イすり、一部隊瓦半枚積色 モルタ ノレ吹付り仕上け' 。

使所浴室洗面所 床 モザイ ヅクタ イル、 鹿タイル

援 b、墜天井漆喰7 ) < 性ベ Y キ。

更衣室床モルタノレ、腰滋天 井 モルタ ル塗 b色 モ

ノレタノレ 吹イす り仕上げ。

玄関ホ { ノレ階段室 床巾木人造石火は研 ぎ出し、

監 天弁イミテ ーシヨゾリ ソイドかき落 し水位ベ Y キ

一溜 サロ Y 及 食 堂 床 槍 7 ロー リゾグ、 巾木槍

色イすりラツ夕 、壁イミ テ ーシヨンリゾイドかき落し

色モノレタ J レ' ! k 付仕上げ、天井槍IJ、節板: J t 上色付ラッ

ク。

二階 ピリヤ ー ド 床 検 7 ローリ γ グ、 巾木槍色

付ラック壁天井イ ミテー シヨY リソイドかき落し色

モルタ ル吹イすり 仕上げ。

和室、床: 段、援京壁、天井杉巾杢。
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卒 面 図 設 明

地 階 3. ホ ノレ

1. ポ チ 4. 厨 房

ｾＮ 玄 関ホ 戸 ル u 物 入

3. 洗 面 場 む. Jil  : / ロ

4. 男 子 使 所 7. ノζ ノ1.- コ ソ

u. ' 男 子 浴 室 8. 酒
場

G. 物 置

7. 厨 房
2  階

8 . 日 本 間

1. ホ ノレ

9. 抑 入

!!_ I次 抜 キ

10. ポ : / 
フ.  

室

3. 寝 室

11 浴 室

4.  匹目 下

12. 女 子 使 所

u. 踏 込

日皆
G. i盗 球

-口L、

1. 食 1t 7 床

!!. 社 交 室 兼 居 室 8 押 入
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大 和 工 業 株 式 会 社

家 具 工 事

関 西 工 芸 株 式 会 社

F イ ル 工 事 山 本 書家 業

主 主 装 工 事 竹 林 塗 装 工業株式会社

サ ッ シ ユ 工 事 大 阪 建 材 工 業 株 式 会 社

敷地面積 ＲｾＱ Ｎ＠ ｾｏ ｪ［ｦ＠

建築面積 主主上平 GC. GG仔・ 延坪 l H. G1呼

構 造 銅 筋 コ γ グリ ー ト;造 2 階 建

外 装 懸 色 モノレ F ノ レ 掻 落 し

玄関 出入口，忽額縁竜山石貼

卒面図ミ究明

1. 広 Mil u. 炊事場 9  ホ ー Ｉｾ

2. i具i集部室 G. 宿 直 室 10. 和 室

3. 事 務 室 7. テ ラ ス 11. 1谷 室

4  応 接 室 8  ロピ ー 14. 湯 沸 室



ロ ー マ の 停 車 場

T HE  N E W  R AI LR O A D  S T  A T I ON， R O M E  
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構造計画 R U B E N  F IE N G A  



コ ゾ コ ー ス

旅 客 用 メ 戸 の 内 部

，.. 占 岨 曲 目 晶 司 岬 由 申 日

時ー

この停車場の最初の計画は未7ご7

アツシストカ主権カを握っていた 19382

年に始め られたのフアツシスト時代

は建築芸術上からみれば、単なる家

騒ぎに主ｾＮった時代であるので、 こ の

停車場が両翼の事務室部分仁本頁下

部の外観全景写真の右端に僅かにこ

の部分がみえる。コを完成したでげ

で、工事中止となった こと は結果か

らみれば幸であった。 19げ年12 月に

在来の計画をすべて'放棄 し、新生イ

タリアの感覚を盛 h こみ、 i l.， 構造

的にも材料的にも最も進歩した停車

場 にするため 、新に設計競技に附さ

れた。こ〉に紹介したのは一等当選

集によって実施されたもので、 長き

77u' 、高き 93' の水平の線を強調した

事務所部分と独特の S 型屋根を? 大理

石張 bのテ イパ 戸のついた柱でき h

えた待合室部分とから構成さ れてい

る。事務所部分は ピγ ク色の芯尚岩

と トラメ 戸チ : /0張 h、高さ 21" で正

面会長 に伸びる 9 段の縦長慾によっ

て特異な外観をあたえられている。

この機長窓は前頁の断面図にみら れ

る五119 一階につき、 2 段になってい

るのである。なお、設計者のねらい

は 「時代感覚を力強く表現すると共

に、永却的なもの、古代ロ 戸マ風な

ものもど こかにた ちJ ょったものにし

たいという点であったそうである。

前頁上部の写真は待合室と出札所

で床はヒ・ γ グの花尚岩が5 * られ赤花

尚岩製の腰掛げが配されている。

外 観 会
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昭和二十七年の新春に際 し、過去一年の建築界を回想 であって、共可否は将来に街議論の予地を残 す で あ ろ

し、新たなる年に対する我々の心備えを考慮して見たい う。

と恩ふ。 ま互に建築士法の制定を見、、建築士の資格を有するもの

昭和二十六年は、我建築界にとっては、設に華やかな が、一級二級を合 して、 現在数万を数 うるであろうが、

年でるったと共に、叉種々の意味に於て、建築制度の上 必然の結果と して、建築士の登録せられる府県単位、叉

に、一時期を窃jする年でもらった。 は英連合体によって、建築士の団体が生れるであろう。

終戦以来混乱の後に沈裂し、殆ど瀕死の状態にあった 二三の府県にらっては既に英結成を見て居る し、 叉、三

我経済界は、朝鮮事変を契機と して俄然立直り、我国に 月末までには殆ど総ての府県の建築士会が生れる惑と恩

対する連合軍の占領政策も急角度に回転した。紡績業の われる。叉此等の府県単位の建築土会が、建築界に於け

復活を初めとする産業界の活動は、各地に工場の建設を るwr なる団体と して活動を開始す る事も想像 に 難 〈 な

促進 し、 都市には各種の用途の高Je J 建築が目立って来て い。

戦捷国人を態目させた。 我国建築界にあっては，各建築の業種別による団体を

然 し、 経済界の急激な変貌は、必ず しも健全な基礎の 別と しては、従来は、日本建築学会と、日 本建築協会と

上に立って居たものではなかった。敗戦に極度に貧困と がらって、各々相当に永い歴史と伝統とを以て建築業界

なって居た我国の経済界は、斯かる時機に於て陥り易い に貢献 して来て居たのでるるが、今ままに建築士会が生れ

放漫な経営によって、昨年末には早くも破綻を来 し、 不 て更に新なる団体が一つ加わる事となるのである。

急不要な高層建築や、コ島大な娯楽建築物は是れを抑制す

日オ曜築協会が関西に夙 々の声を挙げた大正の初期に

る措置がとられるに立至った。過去ー年有半に亙る好況 於ては、英会員は建築の技術者でるって、 此点、建築学

は、 要するに戦後 の混乱が平静に返る道の一波乱に過ぎ 会と、会員の資絡に於て相似 して居た。交通、通信が今

ないのでるって、永続すべき性質のものではなかった。 自の如〈便利定‘ なかった時代に於て、東京を中心とする

今年は建築界も正常な状態に立返り 、 秩序ｾる状態の許 建築学会に対 して関西在住の建築技術者が柑寄って、此

に相当の集喋をなすのではるるまいか。 協会を生んだ事は自然でるった。学会は学術を中心とし

昭和二十六年は、叉、建築技術者にとっても、突に、 て居るのに対 して建築協会は対社会的活動守主眼として

劃期的な制度の笑施せられた年であった。 居た処に各々其特異性がらった。

英一つは建築基準法の制定であり 、他は建築土法の爺IJ 其後、国力の躍進するに従い、東西の交通も便利 とな

定であって、此二つの出来事は、建築技術者にとっては り、学会も次第に其活動の範囲を学術中心主義から対社

極めて重大な出来事でるる。 会的の活動にまで進展せ しむる様になって来て、ままに両

建築基準法ゐ制定はぜ是によって、従来、建築の認可 者の会員が共に建築技 ｾｩｾ 者であるが為めに 、 学会 、協

権が、地方長官にあったのを、 独立せ しむ る 惑 と な っ 会の合併問題が雄頭し、盛に論義せられたのでるるが、

た。斯〈て建築関係者の権限は向上 し、 社会上の地t立を 戦雲耐となるに及んで中断 した。然 し戦後、日 本語築協

堅固とならしめたのでるって、 誠に良質すべき事司きあ 会が、数次の定款改正によって、会員の資絡を、建築技

る。然 し叉同時に其責任が非常に. 重大となった事を自覚 術者に止めず、荷も建築に関係ある各方面の人土を網羅

せねばならぬ。 する事と したるが為め会を構成する者の性質が学会 と異

建築士法の問題は建築界多年の問題であって、我々の って来た。従って、会の性質も学会と るものとなっ

先輩は此問題の為めに非常な努力を払って来たのでるる て来た。叉今後は進んで建築界の各種縦の分野相互の連

が、今回制定を見た建築土法は、此等先輩の意図 したも 絡体とな旬 、建築界各分野が、一体となって活動 し得る

のとは 、 建築土の意義に於て、非常に具ったものでｾ 様に英連係と親陵とを言十る惑に活動の主限を置く惑とな

った。 此法によって我国に於ける建築士と云うものの定 った。従って学会とは共性質が異って来介介め合併問題

義が下されたのでらるが、之れによる時は、我国のrr築 も消滅するに至ったのでるる。

土なるものは、欧米の所訊アーキテク トとは臭った我国 私は、議に生れ出んとする建築士会が、建築技術者を

独特のものである。此点に於て幾多の問題は後に残ると 中心とせる点に於て、学会と英会員の構成が相似するも

思 うが、 兎も角も建築土法の問題は一応の解決を見たの のであるが故に、巡営の如何によっては、往時の建築協

7  



会主の関係に於けるが如く活動鈍閤のA Wを来す傾向を の種別による縦の連絡は既に組織せられて居り、 英各々

招来するのではないかと懸念するのでーある。 の活動も必要ではあるが、此等其諸分野を打って一丸と

至宝に於て、私は、此等建築界の三団体が各々活動の限 した活動をなす団体の存する事は、建築界全体の強力な

界を定め、互に紙触叉は重複する事な〈、各々が有意義 る存在の為めに、更に必要でるると考えられる。

な団体となり、以て我国建築界の健全な発達に質する様 此意味に於て日本建築協会が現在よりも更に全国的の

に努力すべき事を提唱したい。是れが為めには建築学会 ものとして発達せん惑を希望するものでるって、会勢隆

は従来の活動を続け、日本建築協会は前述の使命に努力 昌となった腕には英中心を主者保京に移す事も考慮せら

し、新所生るる、建築士会は建築基準法、建築士法の関係 れ得ると恩号。

の事項を活動の範囲とする事が適当ではあるまいか。 以上、建築界に於ける諸団体の活動の範囲を定めて、

建築界の諸分野に対 しては、既に、施工者の聞には建 紙触と重複を避ける様に協調する事も、本年成さるべき

設業協会がらり、建築材籾業者には、建築材斜協会があ 建築界の仕事の一つであると思う。

る。 其他、管工、電気}こも夫れぞれの協会が存し叉新 ( 筆者 日本建築協会 長々〉

に建築事務所協会 も生れんとして居る。此等各建築業務

新 年 の 所
1或

士

ロ
}I[ 清

年頭に| 深して人々の思う惑は常に回顕であると共に将 よがりで冬眠しては居られないだろうと云号事である。

来への翌日i望である。過去に於て一つの難事に成功 した人 米国等に較ベて30年も50年も逮れて居ることか巷聞に

h は其の考え方を信じて益々頑になり易いし不成功で 云われてるが、 もう 10年20年経ればせめて今日の米国位

らった人h は一層将来に対して不安を抱〈様になり易 の施工技術と機械力は持てそ うに思 う。 今金を工面して

い。日本に生れ 日本に育ち明治 ・大正 ・昭和と生きて来 へピ戸トラ ! I ! l - . ! I レy ，'a:" 買っで来ても、道路も僑も

た経験は決 して短いものとは云えないのに未だ大迷いに 路面電線も之を邪魔 して能率良〈使 うには甚だ困難を感

迷い込んで、明日の努力に汲々として居るのが私の努で ずる事と思う。ー聯の施設が今日の米国伎になって居な

ある。 いと各所に敏行が起きる。

建築界の諸先議が朋治以来為し遂げて来た数々の先人 混凝土や鉄骨の理論は大して逮れて居るとも思えない

的偉業を恕出して見ると、共処に多方図に亙る創意と工 のに出来上りに於て大差がらったりするのは日本人の早

夫の跡が偲ばれて自ら頭の下る ものを覚える。 飲みi三みのせいか、叉は安易楽天性が然らしむる処か、

私は請負事業に従事して居る関係上此の方面から業界 兎に角打放し美術コ Y グリ F ト造の建物の程度に例を

の発展生成の跡を怒起して見ても士農工商其の叉下に何 とっても、最近の日本に始められたものに比較すれば絡

んとやらと、社会水準の下級的存在かの如き世評を受 段の差がるる様に見受けられる。合理的な仮枠、均一調

けつつ幾多の変遼を辿って順次組織宏作ったり 、資質の 合の混凝土、而して流込みの等高法等々更に之を細分し

改善向上を図ったりして事業団体にーっとして生立った て各々について見ても、吾々カ敬えられた理論と何等変

のもつい最近の事の様に思われる。其聞の先覚者諸兄の った事は して居ない。唯現在そ うやっ居ない丈だと云う

労苦と云うものには、或は美談あり或は教訓ありでーと 若干が解る。

して御手本でないものはない。而て一寸来似も出来ない 鉄骨の セF シヨ γ の問題は、建方の工期ばかりでなく

真剣なものでるった。工事の運び方にしても昔の錦絵時 鉄筋工法や英の後の仕上等にも影響があり、直ちに日本

代の工法から最近のう択式機械駆使の工法に迄進み凡る手 に当量止め得ないとしても、八幡あたりにアシグル ロ- ) レ

法に援まぬ進歩と改善の跡があるし施工技術者の能力 とチヤ ν ネルロ戸ルを再検討する様に仕向け度い処であ

に於ても大福帖に矢立の時代から自動 F イプライタ F に る。

迄変って居る。ポ戸ズはデリツグに、牛馬車は各種のト 或いは強化硝子の1 # から、ペ戸グド・シェル 〈へイ〆

ラク !l - t :こと数え挙げたらそれこそ限りが無い程でるろ イト〉骨材、此等を使 う様になると叉施工法も 変 ろう

う。原子エネノレギ戸が発息され、応用されて行〈今後の しレディミックスト・コンクリート工場が出来る様に

新エネルギ戸の世の中に処 して更に将来どんなに変化し なると、現場調合施設が省けて不愉快な現場混雑風景も

て行くかは誰 しも予想が出来ないと思号。が併し;苦々平 免れよ う。

凡人が極普通に考え られる事は 日本の施工技術者が独り 日本人は仕上工事に繊細で手の工法は上手等 と自惚れ
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てばかり居られぬ様になった。米国あたりの左官工事も

定規ズリ仕上げが突に美 しいし、タイル強句も見事でる

り，石の仕上げも非常に上手でらると思った。立派なも

のを作ーったとか、るの時こう して難工事を仕上げたとか

云う考え方がいつ迄もついて廻る様では建築施工法の動

脈硬化と云うものでるろう。山留工法も、沈下工法も土

を郷り出す惑には変りないが、普独n自で研・究して居た自

然土の寝化方法等は英後どう進んだやら興味のある問題

だと思って居る。

倍，夢を色々と画いて見たものの現突の在 り方はどう

でるろうか。昭和10年噴から戦時体制となって戦中戦後

に豆り約10数年と云うものは工熟練、技術社員等の大不

足に依り 、漸〈戦前の出来吹え水準に戻りつつありと云

う昨今に於いても筒且思うにまかせぬものの多いのは残

念である。熟練工の養成機関も国情に依り 、機械類の地

強も国力に依り、何もかも国力の進展に平行}I 蹟応して将

来を楽しみに努力改善を続けて行き度いものhきるる。叉

翻って諮負会社自体の組織及迩営を眺める時、英処には

突に多くの改善す可き点のらる事を発見する。何んの事

業に限らず会社と云う団体の運営は各 A 困難な要素を多

〈含んで居るものであるが、此の建設産業の在 り方程困

難なものはそう多〈はないと現にシカプの 7 ア戸スト・

ナショナル銀行副社長・キド氏等も常に云って居る処でる

って、私の20数年にしかならぬ経験から思っても、叉米

国辺りの新築10数社の大所を観て来た感じからしても、

吾々の事業は単一工事場経営の集積が請負会社の経営・で

あり、且叉芙の作業場が凡る地方に分散存置されー定の

期間をもったラ ｹ ポラル・ファクトリ ｆ で・ｾる事には義

論のあろう筈がない。如何に機憎が発達利用ｾれよう〉

も最も肝要な点は単一工事場の経営を有利に迎営し得る

優秀社員を多数持つと云う事に帰着すると思号。

第一工事場と云う因子を沢山集めて管浬運営するのが

支庖でるり 、更に叉その累計つ11;本社であるから斯業の組

織及芙の運営に与る社員に就ては、自らその資絡素養に

闘して要求される幾多の点がるる筈である。優秀な社員

が相互に有機的に動きさえすれば甥. 容の日本に於ける各

会社の人員はもっと節約出来る筈と思 う。 米国辺りの例

から見ると十分のーと迄は行かない迄もせめて半分叉は

三分のーとかには成り得る時もそう述い将来の事ではな

いと思う。勿諭そうなる為には各令書器が相互に飽E制むし

て関聯事業が一斉に向上する。必要のある事は論を侠た

ない。事務の機械化、諸手続書類の簡素化、査閲監督の

累積の排除等と考え来ればい〈らでも改良の余地がる

る。

請負事業に課せられた「註文生産J ) - 云号宿命は凡る

国で出て来るが、此の宿命に対応する組織体制を考える

には特に「事i! 力慌のある組織」と云う点に斯業会社の目

標がある可きだと私は考える。

亡筆者治水建設税措斜十常務｝反 ｦｩＶＢｾＩ

「 デ ザ イ ン 構 造 j 雑 感

10月に入ってから 2 度程第 1線の銘々たるデザ イナ戸

設計理論家の方々と共にデザイ Y と構造の問題を di ECU

5 5 する機会があった。ー同は建築雑誌でリ{ 〆ース〆

イジエスト東京支社の合評特集号を出すための準備打合

せで、小坂秀雄氏を委員長とする編集委員諸氏の{ 也、設

計理論家の方々としては池辺勝、伊藤喜三郎両氏主主他設

計原論、都市計画等各方面の専r
l

.家の方々が見えて居

た。二回目は小野輩、横山不学両氏のsF入りでお招きを

受けた全く私的の集りで前川国男、丹下健三氏と私、む霊

峰が始まったときの留め役としてか清水ー氏が温顔を見

せて居られた。

今迄建築学会等に顔を出 しても、 ついつい専門の集り

の方で時聞がつぶれ、デザイ γ 方面の方とゆっり〈話し

合 う折がなかったし叉たまに顔、を合せることがあって

も 「デザインとはJ ii 若造 とは」と自に角を立てて論議

するのも隠幼で、ついついゆっくり話し合う機会のない

まま日を送って居おそれが臨丘 2 回の、特にデザイ y

竹 山 謙 三 郎

と構造の問題をテ戸マとした話し合いで、私としては問

題の象点が余程はっきり掴めたように思う。以下この間・

短のご三を係り上げながら、最近の建築設計に対する私

の感怒をとりまとめて見たいと思う。

デザイナ戸の一つの意見。 「すぺて腕昧なものは美 し

くない。構造の固でいえば、鉄筋コンクリ 戸ト のラ 戸メ

γ の聞を塞ぐ壁、窓の廻りに何となく残って居る壁は応

力の伝り方会不明確であるし、殴旅を極めたもので従て

美しくない。このような殴昧なものはすべからく追放 し

て、ラ戸メ γ はラ戸メ Y として百乱立文壮、外壁は建物事f

外部から遮断するという本来の目的にかえして別に取敏

うベし。」というのである。この主旨からとって、近頃流

行のピロッテイも、壁のない総硝子張りも造型美への努

力の一考と見られる。叉デザイナーが Cant i - l ever を

好むのもラ ーメ γ に比較 して 1 つでも不静定 次 数 の 少

し¥より明確な精進を好む一つの現れとして肯ける。

唯ここで少し考えて見度いことは H 唆伏なものは美し
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〈ない H という 考え方でるる。構造の函でこの考え方を

徹底させると、静定の トラス構造は最も美しL 、というこ

とになる。ラ戸メ Y となると既にこの資絡が少くなって

来る。設計の面でいって見ても例えば室の天井高さ、室

の床面積などういうものも現奮のところ唯漠然たる感じ

に頼るだけで、別に確たる科学的根拠のあることを聞か

ない。慶昧といえばこれ程殴昧なものはないのでは、る

るまL 、か。かといって晶丘デザイナ F がこの国から建物

の美的価値を云々したことを聞かない。

私にいわせれば、構造に対するデザイナ戸の要求はこ

の点については余りに潔癖過ぎるのではないかと思号。

別の角度からい* - ばデザイナ F が現在の建築構造学を過

信し過ぎて居るのではないだろうか。成る程現在の構造

学は一見極めて整然と 、ととのって居る。恰も今日の構

造力学を以てすれば建築構造物はすべていささかの疑問

もな〈、その応力が追求出来、断国が定まるかの如き印象

を与えて居る。然し儲造力学の実状といえば未だ解らな

いことだらけでるる。例えば先ず地震で建物が駿れるの

はどういう振動機構によるものかが朗でない。従て構造

計算をする場合にどのような外力を対象とし、どのよう

な計算方法を用いれば良いかが、明確になって居ない。

このような根本問題から始ま って、前にちょっと出た壁

体に対する応力の 負担機構も明でないし、このほかっつ

いて見れば殴昧な点は浪りなく多い。正直にいって建築

構造学の現状は甚だ頼りないものといわざるを得ない。

それでは上に述ベたような根本問題が不明でいて一体

何を根拠として構造計算をするかというと、 事を耐震計

算に限っていうならば、ミ震度 0. 2、水平震源を用い静

的計算を行った普通の建物は、既往の大地震に一応耐え

た H というそれだけの事実を根拠とするのである。現在

の構造計算法はその未精技術、例えばラ戸メ γ の解法に

しろ挫届計算にしろその精密度は著 しく高〈、これ等の

梢回計算の# 系も極b て美事に組立てられて居るけれど

も、その根本となって居る荷重外力の仮定や、計算法自

体の当否或は壁の応力負担等の問題は未だ大き な仮定と

錐定の下に取り 属されて居る。 勿論このよう な根本問題

の極めて重要でるるこ とは、既に古くから認識もされ研

究もされて居るが、何分にも事柄が極めて復雑でらるた

め、未だに異論のない解決の援に達 して居ない。最近は

この方面の研究がとみに進 んで来たので、その成果が大

いに期待されて居るカ2、在来構造研究者がこのような困

難な問題を避け、まとまり易い問題を先に手掛けたため

に、いたずらに構造計算技術の末のみが充実 したことは

否むベ〈もない事実である。以上のような突情でるるに

拘らず現在の構造計算法が一見余りにも整然と して居る

ため、デザイナーはこれに過度の信頼を置いて、現在の

構造計算技術を以てすれば、ｾらゆる問題が 兵論なく解

決出来るふの如き鈴覚を起したのであろうが、これは無

10 

理からぬことでるる。私がデサ. イナ F の構造に対する過

信といったのはこの点でるる。

唯一つここで書いて置かねばならないことは、構造計

算の線本問題がこのよろに未解決でるることは我国の構

造理論が遅れて居のためかどうかということでるる。外

国ではピロッテイも総ガラス張りも自由自在。デザイナ

ーのフア :/!il ジイは構造の制約を受けることな〈 寧ろこ

れを駆使 して居るのに、日本ではちょっと変ったことを

すれば頑な保守的な構造家が自分の不勉強を欄にらげて

やたらにうるさいことばかり並べ立てるという批評が出

そうである。重大な問題は突にここにらると思う。我国

の建築精進は申す迄もなく、一般諸外国のそれに較べて

実に seueve な外力条件にさらされて居る。日本全体が

世界屈指の強い地震国に属して厄旬、主要な都市は狭い

山陵を縫うようにして流れる河)11の口の未だ固らない軟

い泥の上にかたまって居る。殿風叉然りで、その勢力は

之亦世界第一級のものでるる。このような苛酷な条件に

される我国の建築構造は、いかに構造理論、構造設計技

術が進歩しても、荷重の天国諸外国の建築構造と同じ解

決訟で済まされる筈がない。若し我国の建築構造に対し

て諸外国と同様な解法を求め、同じ形態を予想するなら

ばそれは余りにも自己を知らざるものといわなければな

らない。

さきに私は現在我国の建築構造は根本的に頼りないも

のがあるといった。然 しこれも比較的のもので、我国の

苛酷な外力条件に対 しては成る程頼りないものである

が、欧米程度の温和な外力条件に対しては十分処理出来

るだけの突力を持って居ることは先ず自信を持って断言

出来よ う。 寧ろ我国の建築構造はこの苛酷条件に対して

多年の経験的判断に基いて賢明な解決策を徐々に生み出

しつつらる。それは今夏述べるまでもなく壁体の活用で

あって、現在のところ壁体こそ最も安易な而も経済的な

耐震耐風の手段と考えられている。

先に私は H 慣用の耐震計算は普通の建物について震度

0. 2 の水平力に対して静的計算を行ったものが既往の大

地震に耐えたということを根拠とする H と書いた。この

普通の建物というのは、普通程度の壁量を持った建物を

暗々樫に前提として居り、壁の特に少いような特殊の建

物は考の外に置いて居る。先年の福井地震で大和デパ 戸

トが倒巌したが、その原因の一つはデパートであるため

壁カF普通より主主に少なかった為と考えられて居る。この

ような大きな前提が次第に忘れられて来たために、震度

0. 2 で計算して置けばどのような建物でも絶対安全でる

るかの如き銘党を与え、最近ではリ F 〆戸ス〆イジエス

トのような無暴な建物も出て来ることとなった。

それではデザイナ戸の大嫌いな壁を除いて設計する方

法はないものか。これは勿論可能でらる。然しこれが為

には震度を0. 30. 4、程度にも採るこ ，とが必要となるかも



知れない。然しこれでは不終済額りない。感は建物の階

造を経済的にする有力な一手駁である。成る程現在のと

ころでは墜に起きる応力を具論な〈追究出来る段階には

到って庶ない。然し子れが賞味だからといって芳り去る

にしては上述の利点は余りにも大き過ぎるのではないだ

ろうか。極端な比除を用いれば、天井の高さがa昧だか

らといって、人; 聞の丈の高さに衿めてしまっても良いと

いうのと同じ菰論てr はないだろうか。壁体内部の精密な

応力分布は成る程唆昧であろう。然し壁体自体の耐力上

の効果というものは回限で少しも酸味ではないのであ

る。

ついでに弱いて程くが壁体' N ' 昧論者は墜を除いてラ 戸

メユノだけとすれば、重互昧さが無くなると思って居られる

かも知れないが、我h がラーメゾに期待するものは、例

えば基礎のポ同沈下というよ穴な将来多かれ少なかれ当

然予想し得る原匿に対して、ラーメゾが何となく耐えて

呉れるというような極めて1 t r B * : な判点を最初から予泡j し

て原; るのでるる。建築協造物に対してはr造学的に朗! Ki . に

割り切れることを期待するならば、それはそもそも無理

な注文といわねばならなLい、、。私は|情者造からE殴妥昧さを排除

しようとする若いデ リイナ - の潔癖さは解るけれども、

建築矯造物というものは宿合命7的にE腹E昧なものであゐし、

叉特に我国の特殊の外力窃事: 情ではこれを予安F全にすコきり

させることは到底不可能のことと考える。願わ〈ばテデ，ヘ. ザり

イナ戸の方身は少〈 共U儲f造については若す新T丹f しい矧点に1立立fに. つ

た美の半判1析規f告を持っていただき度いと思う。

デザイナーの別の主張， ρ 芯極的な創造への試みを的

重せよ H といろことに対して、例えば燃接工法は鉄Jオを

節約をするためには確い良法である。然し現状では工授

が高いとい う欠点を持つ。がこれが一般化された場合に

は工費も低下し、信頼性も婚すという利点の予見せられ

た場合，経済的の不利を犯してもこれを積極的に傑用す

るということである。私はこの筏筏的の意欲に対しては

満腔の張主主を表し度い。この積極性るってこそはじめて

発展があり新分野が却拓される。唯この場合将来の予見

は飽〈迄冷静科学的なものでなければならない、突行に

当つては施主を含む周囲の完全な理解を前提としなけれ

ばならない。

唯ここで警戒しなければならないことは、 H 創造への

試み d という美しい言葉が余りにも便利に使われ過ぎて

は居ないだろうか。どこかの天才がル戸パーを考えつ会

ピロッテイを始める。忽ちに南の国でも北の国でもルー

パーが使われ、地震があろうとなかろうとピロッテイが

林立する。私はこれを婦人服のスタイルが毎年パリの二

三人のデザイナ戸によって考案され忽ちに全世界を図mを

するのと比較 しようとは思わない。然しル ーメーをつけ

ピロッテイを立てることが、 創造への試みと混同され進

歩的なデザイゾとうたわれることはかなはない。当初の

ねらいを忘れ条件を無視して形態だけ模倣されることは

婦人服の流行と何等兵ることはない。 1 - : ，] 年で使えな

くなる婦人服と違って何十年を以て数える耐周年1艮を持

つ建築はもっと地味なものでなければならぬ。竣功当時

にちょっと人目を号ｼいても ｾＭｊ 年でらきられ、 Ｒ Ｍ ＳＰ

年も経てば却って逆に窪裂と敏恋の目で見られるような

流行的創造はお断りし度いのである。

この点について波るデサイナ ーはいう。 H 世界的に用

いられて居る手法というものは、それ自体何等かの優れ

た点を持ち、これが承認されたためである。我国育これ

が受け入れられないとすれば、これは荻国社会の後進性

のためである。社会( 士一般に保守的のものであるから、

建楽家は当校多少の ｴｾ ，抗はあっても寧ろ積盤的 に 啓蒙指

定をする努力をすべきである H と。私はこの説に対して

は原則的に賛成である。 pffi 世界的に採用されて居るその

され方に問題があると思号。来行機は世界中を飛び廻っ

て府るし、婦人t 1 1 1 . のスタイルも l吐界中に流行して庶る。

主要はこの世界的に妖用されている建築手法がf R 行機であ

tるか、婦人阪のスタイルでるるかを判類することで‘ ある

と思う。外国の建築雑設をス タイルプツグとして眺める

か、教科容として学ぶかは、突にこれを読む建築家自体

の心構えにかかるものと思う。

最後にここでつけ加えて5まき度い ことは、デサイナー

はf守'.k 建築においても絵画や彫刻のような純粋芸術と同

様、ヲr . 躍的創造な22L見て居られる。然 し建築の主喜要素を

なす工学は一歩一歩[.; 失に築き上げられる性質のもので

過玄を踏み台として始めて進歩がある。この点純i枠芸術

のよろに、場合によっ; ては過去を否定して未来を築くと

いうよろな白ことは少い。従てその進歩は遅々として際句

華均しい飛躍はなし、p 往 h 鉄筋コゾグリ ー ト構造の発聞

による構造法の革合・がいわれるが、これも一個人によっ

て一朝にして成ったというよろな性質のものでなく、ロ

ーマの旨からの l然史はいわないと して、少くとも近代に

おいても忍耐強い研究と紅験の事志により今日の成果が

もたらされたのでゐる。この点高いデ世イナーの固から

見れば、ー構造家は保守的で夢がなく、共に預るに足ら な

いと評される所以かも知れなL 、。然し建築家が工学によ

り家を建てる以上このマ〆ルつこさは耐えて i民わなけれ

ばならない。

以上最近のデザイゾと構造の論議を聞き、新しい設計

を見て感じたことを順序もなく脅き記して見た。元々 畑

違いの最も苦手とする納家殺で、もっともらしい表現も

知らないし、美 しい言葉も知らない。叉十分推般の時間

もないまま箔: を執ったためデサイナ ーの意見に対し或は

的外れの諺諭もあるかも知れない。街l叱正を期待 して悠

を欄〈。

く筆者建設省建築研究所第 3 研究部身長コ
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建 築 設 備 の 発 達 と 今 後 の 見 透 し

1  殴備発達の段瑠

日本で建築設備が一般の建築物に行われ出 したのは、

近々 30年前の大正中頃のことである。当時は高層建築が

ようやく箆頭して来た頃で、主として電燈、給排水設備

カマ子われ、つづいて暖房設備が始まろうとしたのであっ

た。勿論冷房設備などはどこにも見られなかづた。設計

ならびに施工の技術は全〈欧米の模倣時代と云えよう。

給排水設備の管類、コツグ、衛生陶岩E、また暖房設備の

ボイラ、放熱昔器、 トラップ類等は、いずれも欧米からの

革命ス品を使用ヒていた。

たまたま大正12年の関東大震災』士、東京、横浜の主要

部の大半を灰壊と 化し、 敗戦後の今日と変らぬ状態とし

た。日本のこの大きい災害は、諸外国の同情に依り、こ

とにアメリカ は非常に援助をして呉れて都市の復興は朗

る早〈、焼野はたちまちにしてパラックで埋められたの

でるった。大建築も 改修され、つづいて本建築も逐次始。

ると云う目覚しいものがあった。鉄筋コ γ グリ戸 ト建築

の数階建が本絡的に始まったのは、これ以後で、同時に

建築設備も本絡的となって来た。諸設備の資材は主とし

て、アメリカのものカ可史用さ才1、設計、工法などの技術

面もアメリカの影響を亭けて、一段の進歩を来たしたの

であった。

その後、技術および資材の研究が続けられ、輸入製品

はほとんど無〈なって、優秀国産品に依り自給自足で進

んで来た。昭和10年頃には、建築設備も大体日本の風土、

習慣に同化されたものとなり、自信のもてるものとなっ

たのである。

しかるに、戦時態勢に入ると、国家を挙げて作戦に協

力したので一切の製品は低下 し、 技術も間に合せ程度の

状態に転落してしまった。

ゆえに終戦後米英等の進駐軍の関係建築が始ると: f J i 諜

は勿論改築でも、日本のそれに優る電気、暖房、給排水

諸設備が行われるのに劣性の機器類を用い、低下した施

工技術で行わねばならぬ始末であった。建設中アーメリカ

の技術者である監密者は、これ等の機縁を見、貧弱な施

工技術を見て心中何んと考えたか、吾々戦前の技術を知

っているものは、気が引ける心地がした。

しかしながら、 進駐軍の計画 した多〈の建設物は、ほ

とんど日本の製品を用い、日本の職工を使後し、諾負者

がつらい程厳格な監督を受けたことは、却ってよい結果

を粛した感がるる。その厳絡の監容が、 6 年間続いた今

日では、それが当然のこととなり戦前の水準に戻りつつ

12 
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ｾることは、よろこば し い。設備の種別に依つては 、 そ

れ以上に進んだものもるる。

この勢で進めば恐らくあと数年も出ずに、製品も技術

も非常の進歩をすることを疑わない。ただ、お互に気を

附けたいのは、単に外国の模倣に終りたくないことだあ

る。

大正末から昭和にかけてアメリカからボイラとか放然

器とか暖房用の l部品が盛んに輸入 されていた。これ等は

性能に於いても形状からも良い品であった。ところが数

年を出でずして、これと傘〈同ーの寸法で同じ形状のも

のが模造された。形は似ても性能は同一にはゆかないに

拘らず、アメリカ製品と同ーの数値をカタログに絞せて

いる始末であった。これは単に暖房用の機器主演にとどま

らず、他の設備関係にも同じようなことが少くなかっ

ｾＭ
，、・0

ある輸入商社がアメリカのポンプメーカに何がしかの

暖房用ボゾプを注文したが、そのメ戸カのマネー ジヤか

ら日本に送ると直ぐまねされて商売にならないと断わら

れたのも当時であった。

模倣も発達の道程であって見れば、一応考えられるが

相当に技術の発達している今日でも、同じような事が繰

り返される。これは必ずしも吾々が悪いばかりではなく、

寧 しろ社会制度とか製造会社の経営方針に欠陥がるるの

かも知れない。アメリカでは政府が各種の産業に相当の

額の研究費を出す。また会社には大なり、小なりの研究

機関があって自家の製品の改良を常に心掛けている。日

本政府も多少の研究費を出すが，極〈僅少でその分配に

骨が折れる。たまたま、その恩典に預っても十分な研究

は出来ないと云う突状にある。民間会社では誰しも必要

は認め、口にしても、突行が伴わない。研究費は一時は

大きい負担となるが、よい製品が出来、社会を益し、よ

く売れればいつかはその投資も回牧される訳でるるが、

アメリカのように資金が潤沢でないことに帰国するので

あろう。そこで、考えるよりまねた方が早いと云うこと

に結論づけられるのでるる。しかしながら、それ等の考

え方も早〈切り替えて独創的なものを造り出すようにし

たいものだ。

2  昭和26年度の設備

次に本年の建築設備はどうでるったかを、回顧して見

たい。敗戦後 6 年間の悪夢からさめた今日、設備界は前

項で述ペたように道程を経て戦前に復したと見てよかろ

う。すなわち、大都市の各所に 3. 000m
2

以上の大建築



が計画され、将にピル再建時代の感がある。これに伴っ

て諸設備も完備したものが出来、中には新時代にふさわ

しい設計も行われている。これ等の新し傾向は、今日ま

での変遜で見るように今回もまた主として、アメリカか

ら示唆を受けたものが多く、ｾるいは全くその手法を模

倣をしたものもゆ〈ない。これは建築関係の議籍や雑誌

が来るのが殆んどアメリカからでーある点と、設備と して

は他の何れの国よりアメリカが最も高い水準にらると云

う理由から、こうした結果になるのであろう。

' 暖冷房置量備 まず、暖冷房設備に就いて見ると暖房様

式には、戦前に比し特別変ったこ. とも見受けられない。

ただ由来使用していた柱形放線6 - : 1 : は逐次他の形式に変り

つつらるように思われる。そのー吻J として、 ベース・ボ ー

ド・ラジエ - 51やwr しい形の対流車交然根がそれである。

鋳鉄放然器に代ってユニット ・ヒー タも一般建築に使用

され出して来ている。

冷房設備はメチ戸ノレ・クロライドあるいは 7 レオ: / .  

ガスの如き人畜に安全な冷媒が大形冷1 ml畿に使用される

ようになり、直接膨脹冷却コイルが発注 したことに依っ

て大建築にも相当多〈採用されるようになっている。直

接膨脹冷却 コイルを使用するとエヤ戸. ワツシヤを使用

しないか ら、機械の占有国i積が少なくてすみ、また手数

も軽減するから設備し易いことも一因と考正られる。一

流のメ 戸カ では圧縮冷凍機の外に、タ戸ボ式冷凍機をさ

かんに仮作 し始じめ、この而の需袈も相当増加 してい

る。タ 戸ボ式冷凍機は小さいもので50冷却妊から大きい

ものは 500 冷却近程度が也られてL 、る。

さらに目立つととは、小形冷凍織をキヤパレや喫茶后

等の小建築物に客寄せの意味も含んで，判用されること

でるる。

空気調笠! l t 倫 空気調製設備で特記したいことは、 ヒ

F ト・ポ Y フ・に依って暖房およひ背日を弁だけの繰作で

行うととでるる。既にリ戸〆ース・ p' イジエ スト外数件

に採用されており、いずれも好成績を挙げている。本式

は t1 - ボ冷凍機またはメチ 戸J レ・クロライド冷凍機、[ ! g

井水等で行われるが、従来のボイラ、煙突等の施設が全

然不用である点で非常に優れたものであり、また大きい

革新でもらる。しかしながら、木式に依ると相当大きい

電力が必要となるから、電気事情のよいこと、電気籾金

が安価でないと経済上から実施が困難でないかと思号 。

給排水徹倫 給排水設備の資籾及び施工技術の向上は

戦前の水準に戻ったと見てよかろう。特に公共建築の消

火栓設備は著しく完備して来た。これは申すまでもなく

消防法、消防条令が発令されて詳細な設計基準が示され

厳重な監督制度が実施された賜と云えよう。

エレベータ殴錨 最近地上 8 階、地下何階と云う大建

築は相当の数が建築され、これに伴って、昇降機の発達

も目覚しいものがある。三菱電機はウエスチングツ、ウス

会社と東洋オ ースチス・エレベータ会社はア メリカのオ

戸ス チス ・エレベータ会社 と夫々提燐 して新機憾の技術

を沼入 して、 長選持法式を競っている。高級建築では何れ

もマイクロ・ドライブ式でポ J l : / に依る自動着床の線級

法式がt装用されており 、速度の如きも毎分 500 択の高速

のものも取り附けられている。

電気照明彼自首 現在はまさに白黙電球から鐙光燈照朗

に移ろうとするエポツク ・メ戸キ γ グである。盟主光燈ば

同じ電力を用いれば、自殺燈の数{ 告の朗るさ があり、従

って経済的に大きい鰯りが出来、また光色が犀光に近い

点からすばら しい勢で進展 している。

近代建築のn陀には新新のものが多くなって来る傾向

があるので照朗自器具も従来の吊下げ式では、マ ッチしな

い場合が少くない。ル 戸バやスポ ット・ ライト を用いる

照明が目につく。ノレ 戸パには レt1 51: / ギユラ ・ル戸パ、

コγ セ γ トリツ P ・ノレ F パ、エツグ . tI レ戸ト・ ノレ 戸パ

等がある o ，レ【パに白書事電球を納めたの・では、余稜大き

い容量のものを使用しない限り十分の光度が得られな

い。室主光燈を用いると同じ電力で数倍の照度が得られる

から、これで非常に明るい心地のよい照明をすることが

出来る。後光燈で全般照関すると同じに、特殊の建築で

はスポット・ライチゾグを併用して局所的に強い照度を

与えることも行っている。これ等は照朗法として全〈新

しい分野を聞いたことになる。白線電球に依った照闘で

は明い室で、 150乃至200; レツク ス程度であったが、アメ

リカでは蛍光燈を用い400乃至500，レツクス程度に上け. て

いる。日本ではまだここまで関るく しないが、漸時照度

は上昇しつつあるこ t は同様である。アメリカで最も優

秀な盗塁光燈と云われる、デユ ロ・テスト会社の製品が輸

入されているが、その性能は40 ワッ ト・ホワイトで光東

2，480ル F メν 〈日本製 40 ワット自然電子求 6 個の閉さ〉

も使用時間 10，0∞時間〈東京渡価絡約1，500円〉と云い、

日本品は一流会社製品 '"(- 40ワット・ホワイトは光来1，440

1レ戸メ γ ( 4 0ワッ トの白黙篭球約 4 個の聞きく，寿命2，0

00時聞く仙i絡 950 円〉と云うから遺憾ながら針賓 とか製

作技術に於いて及ばざること速しの感がある。

以上は設備全般に就いてその概略を述ペたのなあるが

要するに各項で指摘 じたように施工技術に於いても、ま

た資材、機2書類に就いても著しい発達を して復興に寄与

することの多かったのは、識に喜ば しい。同時にこれ等

の復興はいずれも、日本産業界自体の復活に依る所が大

きく各メ ーカ の努力に対して感謝しなければならない。

しか しながら、他の面ではまだまだZ整備されぬ部門もあ

り例えば材料および機械類等の一部に於けるが如きは、

外国製品は比較 して遜色があるのは残念である。

3  今後の見透し

わた〈しが協会から求められた課題は「建築設備の発

達 と今後の見透し」である治人今後の見透しは判らな
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いの世の中の情勢がー変ずれば戦後に回復して来たこと

も中絶するかも知れない。 恋化すれば逆戻りするかも知

れなし、。

もし今後もいままでと同じに順調に行くとしたら、恐

らくアメリカから技術務入 とか製品輸入とかでってきい影

者容を受けると予想される。余談であるが、背はア メリ カ

で流行 していたものが、日本に伝わるのは10年伎の時差

があったよろだ。その当時船でー太平洋を渡るに15日内外

を要 し たが 、 今日・では飛行機でその約四分のーの ＳｾＴ

日でで行ける時代となった。この理論でゆ〈と、流行も

数年を出でずして渡って来ると思われる。そうとすれば

目下アメリカで、はやっている今の設備も案外早〈日本

でも実施に移す時期が来るかも知れなL 、。

日本の建築設備が今 日まで辿って来た跡を思うとアメ

リカのやりつつあるととが、吾.- k の進む道をH音示ずるよ

うに恩われるのでるる。そこで現在ア メリ カが行ってい

る方法とか進みつつら る傾向などを述べて、参考に供 し

たいと思号。また日本管工事組合理事長棚 億元治氏が今

春三月アメリカの・設備界を視察して帰られ、その祝妻宅Ｍｾ

を親しく伺ったのでその主なものを> bfJ陪百することとす

る。なお捌僑氏は管工事組合を代表 して戦後始めて渡米

された方で、専門的に詳細に視察されて来られた。

暖房殿錨 アメリカ の暖房設備で変っている点は、電

殺を利用してユニット・ヒ戸 F を盛んに利用しているこ

とだあろ 4。殊に住宅でその多〈を見られ る 。 床 に 約

2. 5 ! l R 角の落し込みをつくり 、ここに入れる床聞にグリ

ルを級崩. & んでおく。スイヅチを入れるとこの室から他

の室にも温気が流れ、 1 偲のヒ 戸タで各室が非常に暖る

のでるる。ヒ戸タの下部には フアゾとヒ戸 F とがあるが

雑音は殆んどない。ノイヅレヅス， ノ戸 Y ぷイプレ戸シ

ョγ である。日本で造ると したら、この 点を余程研究 し

なければなるまい。 3 年や 4 年の研究で追いつくかどう

か。

オフィスでも日本で用いているような柱形鋳鉄放然器

は殆んどない。稀れにらっても階段下に据付けて廊下の

暖をとる程度勺室には用いないのが普通である。主とし

て天井手吊げたユニット・ヒー F が用いられ、鋳鉄放型車、緑

は極〈成の低い所謂ペース・ボ戸ド・ラジエ戸 F で巾木

の高さに納まるものである。室に出来るだけ却l魔物を置

かぬ意図からである。ニユウヨ戸 F 市では公衆衛生局の

規則で、住居は毎年10月31 日から笠年 4 月30日までの寒

い期聞は華氏68度を保持? るように規定されている。ゆ

えに住宅でも 、事務所だも、パスの中、公衆便所いずとを

問わず、同じ温度を保つよう設備さ.れていると云号。一

時日本の小学校で暖房を行い，家に帰る と寒いので風邪

を引〈経験を思い出すが、 暖房を ここまで徹底すれば健

康、能率噌進は期せずして実現するでるろう。

ボイラを用いている所も燃籾が経済的にゆく ように、
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地方に依って得安いものを選んでいる。例えば東部海岸

方市iでは主として重油、中部では石炭、西部海岸では天

然ガスを燃草寺とするパ 戸ナを取りつけるが如きである。

何れの燃料でも、出来るだけ自倒麟作セ入手を省くよう

にしている。ニユウ ・ヨ戸P 市の下町地区ではニユウ・

ヨ戸 !I . スチム ・コー ポレ戸シヨ γ がエ ジゾゾ電気会社

主提携 してス チ戸 ムの供給を行っているから、こ の方問

は地域暖房である。暖房を始め湯沸しにも利用 し、 安い

スチ ー ムをメ 戸ト ＩｾＱ 嗣 ｕ ，き供給している。この会社は夏季

に製塩を主主要事業として傑' J ) . し、 10 %程度の純益を挙げ

ていると云号。

冷房段備 ー般建築には暖房設備 と共に冷房設備がゆ

き亘っている。高圧高速 t [ !I ト式の設備はキヤ リヤ王えと

して文献によ〈出て来るが、まだ実際、には多くの突例は

ないと云う。直接膨脹冷却コイルを用いたユニッ ト・ F

F ラが最も盛んに用いられている。南部地方の外 気 温

度115 度のまちな黙帯地方では，農家で井戸水使用のユ

ニット . !I 戸ラを用いていて、これで室温を85度に保ち

得る。こうした暑い地方では、これ等の設備がないと十

分な労働も出来ぬそうで ilbる。

厨房設備回房は住宅と云わず営業用と云わずー非常

に発達している。日本ではようやくステ γ レツス・スチ

ールの侍代になり つつあるが、価絡の点で中々ゆき亘ら

ない。アメリカではステンレツス・スチールも踏んに用

いられているが、住宅の台所では流し、配結台の甲板そ

の他にプラ スチック万能の傾向がある。流 しの如きは、

家の規模の大中小に応じたセットのーっとしてプラスチ

ック製のものが美しく、清潔で、丈夫で目をひ〈。わが

家の大小に応じて このセットを求めれば便利で、清楚で

比較的安価の台所を求められるのである。流しはプラス

チツ F であるがゆえに着色も自由で、室の主要色にそろ

えられる。流しの水栓は流線形で、湯水混合となってい

て，その左右にある小さいつまみを四分の一回転して全

開するから僅かの労力と時間とで、十分の水量が求めら

れる。水の落ちる部分に至る時の排水孔が設けられてあ

り、そのストレ F ナをつまみ出すと、ガ戸ペ ージ・ディ

スポ戸ザ J レとなる。食事に出た野菜暦はおろか、: 魚骨と

か、鶏骨とか、 くるみの皮、果実の固い種子などを押込

んで、湯を流すとイツスチが入って、ディスポ戸ザルの

羽子が自働的に高速で回転 し粉砕してしまう。この時間

3 分とはかからない。粉障されたものは湯と共に トラヅ

プを経て流れ去るのでーある ( 日本建築学会々誌754号，

昭和24. 8却! 稿参照〉。

ニユウ ・ ヨ ｾ Ａｉ 市では、公 衆 衛生局の規則で家庭厨房

には必ず給湯設備を施すようにきめられている。ゆえに

事実上衛生が励行されている。この外、氷を造ったり、

冷演が出来たりする電気冷蔵庫が大抵の家庭に設備され

てい る。価絡は約 170 弗で月賦払であるから、楽に求め



られる。全自働操作、無故防、 ノイズレツス右、中には

10年間保証付と云う製作に自信をもっメーカもある洗

血縁は石鹸湯で、 2 分間i洗糠にせよと云うコ 戸 ドがあ

る。 皿、コ ップ、鉢類を上室のステ γ レス ・ワイヤで作

られた網棚に小羽立に納め、 スイッチを入れると 2 分間

で消浄さ れ、 続いて黙湯で消める。これを排水すれば食

器類は乾いて しまうから、物入棚に片附ければよりので

るる。この清浄操作はあ分で終り 、その間他の仕事を し

ていられる。洗肌器も 160- 170弗で手淫に求められる。

給排水被倫 給排水設備- - e は慨して大きい変化はない

ようであるが，衛生陶 ligなどは詳細に検討すると野? ? ? な

努力を払っているので敬服させられる。

衛生陶器はがイt質に和倒して二度続した所部際化質陶

器が最上品とされていたが、アメリカでは一歩: orゲじを進

め透民性の磁1誌をJ f . いるようになり つつある。t t - w: 性 と

云つつも幾分すかし' I t ! る%i : i ! . 1、℃あるが、こうした軒度に

焼成するには摂氏 1，350 度らl上にしなければならない。

磁器でるると腹水ヰこは殆んどなく理想的ではあるが、高

温度でーあるた珍に価絡が高くなり、この点、が問題となり。

ゼ戸ゲル鯵で云うと 11sk ( 1，32u
O

c)  - 13s k く1，350
0

c)

の焼成温度でるるが、アメリカで行っているのはこの高

温を 7 sk (1， 23♂c ) 内外に引下げて、古田絡も 高くなら

ないように研究していると云う。また、安悩に良品を苑

るたゐに二度焼でな〈一度焼で埋秀品を得るように努め

ている。

洗面総はタイル践りの台あるいは大理石の板に桜込む

形式が流行している。これは日本にある丸鉢ではなく 、

角形でバック・プレ 戸 トのない洗面iaf i . である。 F イル目

地に合せ出隅、入隅をきちんとさせるためには、いずれの

部分も直角にしなければならぬだけに、窯業技術からは

非常にむずかしいことと思う。昔の洗面接は オパ ー ・7

ロ戸を前方に設けたが、最近のものは手前の水切下に設

けるので使用中少しも見えない。こんなこまかい所まで

に意を注いでいることは注目すべきでるろう。

水栓は前述したように，余り大きい四手ハ γ ドノレなど

は用いない。またスグリユを 2 回も 3 回も廻して、全開

させるような形は古丈なっている。四分の一回転、すな

わち45度廻せば全開するものが多い。この水栓は 日本に

持って来ても、水道局が許さないから用いられないであ

ろう。回転式コックでないとならぬ規則がある。

大便器のロー . j J : / グは低〈置〈傾向が強い。大使緑

の上回から半分程沈ま せて組み立てるもの、便器と j J : /

! 1 と一体になったもの等がるる。すなわち、コゾピネ戸

シヨ y ・タイプとワゾ ・ヒ戸ス ・タイプとの 2 種がるる

釈である。 j J : / ! 1がi民〈なったために水盆は憎加する。

一般のロ 戸 ・j J : / ! 1 ではじ gal で間に合う が、本式では

7  gal は必要で、これは止むを得ない。この j J : / ! 1 を低

〈したのは、 どういう理由が判然しないが、果 してこれ

がよいかは疑問に恩号。

小便探は主と してユーリナノレ ・ストールを用いている

が、従来の大形は段々少くなっている。所潟ハル Y ギン

グ ・ス ト戸 ノレに変りつつある。これも不必要に大きいも

の電〈て、高価のものより同じ効果なら半分の大きさが

よいと云う、アメリカ式の能必主誌の あらわれからであ

ろ号。

l: 'ueE防犯は上等品は主 として伊1幻訟でもるが‘ 一般に

同:f法改I仕上げ!p_鉄製である。怪くて、 .hlli 陥も 易い。日米

で( 士、まだまミ似が出来ないr:r. 秀なもので、 一寸見たので

は陶器であるかI制出仕上げであるか見分がつかない。ア

メリカのf法j郎仕上げのよいの，-;t 材質の桐具、殊に下地と

なるダ鉄の間仕上げが、似る栴V，で! ゐるごとに基因する

といわれる。

電気照明 蛍7 灯は 1，935 年頃から実用に供している

ので、その汗j途も似る広〈、日本は数年前からであるか

らここでも 10' f のJ 1 i れがもる。

蛍光灯は同じ料金であ{ 倍の朗るさ と、心地よい光包と

を持つ現在℃はflf 想の光源とされている。白黙電球も使

用の目的に依って必要な場合もあろうが、 一般照闘とじ

てはf & 光燈糾新然上位を占めている。日本の一流メ戸 カ

でもまだ市販していないが、サ 戸キユラ ・7 ローレヅセシ

ト・ラゾ 7・が盛んに用いられるの住宅の照明には鈴んど

これぞ用い、天井に埋込みとしてコゾ セゾトリック ・ル戸

メを取付けている。ゆえに室の大小を問わず、よぐマッ

チして落ち付のある照明器具が得られる。蛍光焼の4'.) ワ

ットは長さ48時あるから、室に依つては固く見える。円

形ｾ光燈は ＳＲ ワット勺径 ＱＲ 吋であるから、応用の範囲も

広いのである。この光は夜間でありながら、昼間と錯覚

をおこす程明るく、自然光線に近いと云う。

結び アメリカの住宅の生活苦と聞くと、識に楽 しそろ

である。主婦も台所で長い時間、調理に暇をびi: すことが

ない。主人も外で思う存分働いて来た体を、いやすに十

分な慰安所となる。これは決して住宅だけ可さなく、職場

でも愉快に、能率よく働ける。こう した環境は、建築設

備の極致に達した賜物と云わねばならない。

将来日本の設備が、如何なる方向に進むかは噺じられ

ないヵ: 、設備を完備させようとするならば、同じような

進みかたをずるのではないかと思う。

しかしながら、これには時間の 7 7 : / !l シヨゾが問題

となるのでるる。

G在者大成建設株式会社技師長早稲田大学講師コ

「建築と社会」昭和2'1年度表紙

懸賞募集結果発表

入 選 田 村 郁 夫

佳 作 林 健 太 郎 光 藤 俊 夫 木 子 勝 国

先に事燥 した本誌昭和幻年度表紙図案ば審査の結果

上記の通り決定した。

仁33頁へ続( ) 編集委員会
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電 気 と 水 と 管 工 事

何かの資斜で見たのでるるが、日本中に降る雨の量を

悉〈電力化すると、 8，000 万キロワットの発電能力を得

られる。これを 1 人当りにすると 1 キロワットの使用が

可能で、入力にたとえると、日本掴民の 1 人 1 人が、常

時20人の使用人を身辺に侍らせて、自在に使役 している

勘定となるのでるる。

電源の開発が、今ごろになってやかまし〈論ぜ; られる

のは、おか しな話で、元来多湿な我国の突情は、水源に

事欠 く道理はないのでるるが、長い間これを利用せず、

やたらに素通りさせて、ゃれ低気圧の渡来だ、ゃれ水害

だと、毎年鎚ごっこを繰返しているのは、智恵のない話

である。何故こんな判り切ったことが放郷されていたか

というと、一言にしていえば、日本人ほど計画性に乏し

い国民はないので、小成に安んじて大局を過る場合が多

〈、島国的な封建性と、向う見ずな軍国主義の残して行

った悲劇なのである。

独りよがりの為政者逮が、長い間、国民の全部を盲目

に しておいたため、海外の事情から締出しを喰い、電気

とい号ものは、朗るければよい、といったような、局限

された知識しか与えて〈わなかった。機械力を 7 ルに使

って産業を振興するとか、〆ムを造って治山治水に備え

るとかL 電波を使って知識をひろめるとか、そうした建

設的な概念が乏しく 、国家の興廃は、かかって水力の利

用如何にあるという、判り切った概念に大きな錯誤があ

った事は、返す返すも残念な至りで、これでは、よしん

ば戦争に勝っていたとしても、経済的には敗。まくする事

必定で、 4 等国だと卑しめられ7 . ) のも無理からぬ話でる

る。

管工事工業は、戦後における米国式文化の浸透と共に

異常な発達を見たといっても、その基礎をなすところの

怪力と水との供給に恕まれなければ、現在以上の発展を

期待する事は困難でるる。建造物の内部における一切の

衛生設備は、悉くといってもよいほど、電力によって活

動しているのでるるから、昨今の如〈、停電に次ぐに停

電を以てする時は、そうした近代的な設備ほど、不便だ

というそしりを免れ得ない。

米国におけるこれらの事情は、すべてが〆ムの建設に

よ っ て 解 決 し 電力 主水流の微底的な利用によって、ま

ず天災を克服し、幾千万ヱ 戸カ戸の淡地を豊沃にし有

ゆる産業を隆盛にし、国民全般の生活文化を向上せしめ

て止まるととろがない。まととに、米国の繁栄は雄大に

して堅実な計画性の成果でるって、国民全体が健康と能
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E容とを把怨して、限りない勤労意欲に微し得られる、境

涯にあるという、まことに羨やましい理想境 を 現 出 し

た。 事のまをに至ったのは、科学性の企画に基く為政者の

努力そのものの功績でるると言ってよい。

これがため、米圏内に於ては、如何なる山間僻地に於

ても、文化施設は行渡り、殆んど都会に比して遜色ない

生活が営まれている。たとえば、媛房設備というものは

ボイラ戸と煙突とラジヱ 戸F 戸を設備し、石炭を用いて

熱力を発生させるというのが本来の概念でるるが、今日

に於ては、電熱によるユニッ トヒ戸夕戸が自在に駆使せ

られ、特殊な建物以外の一般工場や庶民住宅は、設備裂

を多額に主要 し、しかも保守管理に手数を要する ような、

ボイラ F セツチングシステムは全〈敬遠されて、点滅自

在な経済的装置が、 ドゾド γ 行われている。

この方法は、聞け放し同様な日本風の家屋にもらる程

度適用するもので、 もし我国の電源、が、もっと匹んに開

発されていたとすれば、此の機会をj魯せず普遍的な進歩

を遂げ、生活は一段と合理せられる可能性が強いと恩わ

れるのに、交通機関- c さえ満足に運行されないような、

いわめる聖堂送電の心細さでは、文化ちへちまもらった話

可きはないので; t る。

ｾ房 装置を するのには、鉄と石炭とに依存せねばなら

ない我国の現実では、すべての能率上必要欠くべからざ

る事は判っていたとしても、文明の利器を応用するE撃が

限定せられるのは、残念な話なのでるる。天然資源の産

出の少ない主党国に於て辛〈も自給自足できるものは水よ

り外にない。水だけば輸入していないのでるる。

そこで、唐工菩江業の前途というものは、水と電気と

の利用度によって、発達もし停滞もするでるろう。米国

においては、 1 低口千万人の人口の 8 劉までが上水道の

施設を利用しているのに比較して、我国では、その反対

の 2 割強に過ぎなL 、。この数字は、丁度彼我の文化の発

達程度に正比例するものである。早い話が、紐育市と東

京都との人口の比較においては、彼が 850 万でらるのに

対して、我は 700 万に近いのでるるから、大差はないの

であるが、水の使用量に於ては、紐育市民が 1 日平均 1

人当り 120 ガロ Y 使用するのに対し、東京市民に現在に

おける 1 人当り使用量は、52ガロ ν 強であるから、彼の

半分にも達していない。これを全国的に見ると、比率は

ウゾと低下して、前述した上水道の利用率の差遣に符合

してくると思うのでるる。地下水の利用については、勿

論米国にも行われているが、いずれの場合可2・も、利用度



が局1良されるものであるから、三本賂的な文化生活の要素

とはなり難いし、我閣の農付のおける如き、手押ポゾプ

やハネ鈎瓶王えでは、必要の長小浪度という事になるから

これに起因する不衛生 と非能率とは、軽視できない問題

となってくるのである。

電気の使用量の比率に於ては、私の専門外であるから

適確な数字をあげる事ができないが、数年前の記録によ

ると、米国民一戸当り使用電力量は、平拘 1，300 キロワ

ットであったと記憶する。恐らくこの数字も、J 東京都民

の使用量に於てすら、その数字の半額以下であろう し、

盛山漁村に至つては、大部分が照閉に使用するだけで満

足している現状に於ては、 1 戸当りの使用量は、甚だ徴

弱なものだある惑が想像されるのである。

人間だけは、米国民の半数を抱擁し、なお多々諮々弁

ずる傾向にあるのに、土地の広さと資源に於ては、その

何十分のーにしか当らない、挟隆なる 4 島国と して、今

後を経済的に或は文化的に推進して行くには、 どろした

らよいかという事を考えると、今更のようにセ Y リツを

禁じ得ない。日本は貧乏国だというけれど、過去におい

ては必らずしも現在のような赤貧の連続ではなかった筈

である。その当時に於てすら、 大切な圏内整備という問

題が、何故に放鰯せられていたのであろうか、うらみて

も余りある事柄である。国土が狭〈天然資源、が少なけれ

ば少ないほど、与えられた機会を治することな〈、最極

度にこれを利用して、生産を高めなければならないとい

う事は、以前に於ても 、また今後も緊妥な河葛である。

生産資材は、; b る程度は圏外から輸入する惑も可能で

あるが、こたと加工して再輸出する場合、問題となるの

が生産コストである。この一見矛盾した、パラ γ スをと

るためには、自給自足できる天与の資源、を フ戸 J レに利用

するより 道がなν 。今の ところ、これに当て得るものは

水と労力とでるる。そ して精巧なる技術でるる。換言す

れば、日本人が今後列国に伍 して経済的に活躍するため

には、あくなき勤労意欲を発揚せねばなるまい。

その根幹となるべきものが、管工事エ業の発達でるる

という却を、私はたえず主強つしずける。人聞に健康と

能率とをもたらす原動力は、家庭生活から職場に通ず

る、一貫した生活澱境の合理化である。 乏l ，. . きを憂えず

飽くなき勤労%i : 欲を発動 して、共存芸換の道を開き、国

家の繁栄を念願する凡ての国民には、まず健康と能率と

が与えられなければならぬ。それの基本とな る施設は、

都市政村. : ; r 通じて改善せられなければならぬ、それ依上

下水道や衛生設備の普通化である。

これら一連の基本的条件を具備するためには、返れた

りといえども、水源を利用し、電力を開発することに専

心するのが早道であろう。そしてその突現の時期は、現

にわれらの目前に来ていると思うのである。

仁筆者 日本管工事工業協会会長〉

管工事界に於ける近年の発達及び将来の

見透しその管工事界に於ける諸問題

J!' 

この一文を公表しますについては遂忌憾なき私見を述

べる結果主休業者のことや他の建築下諸諸方の点に触れ

る場合もありましょうし、我田引水的見解に陥ることを

恐れぬものでありますが、読者諸賢の雅量に依って御容

赦下さることを御 願いする次第ｾ［｢ります。

管工事界に1 F . 1ナる近年の発達

管工事の歴史は若い建築界に於ては一応管工事と云う

名前で体主主よ〈扱われて居るが、一般世人にはまだ水道

屋、衛生屋と云われても仕方がない程、従来の日本家屋

では軽い存在に過ぎない。

建築主体については申す迄もないことでるるが、人類文

化の発.展の跡を温める紛粉として、語言、宗教、絵画等

の精神的所産は別として、いやしくも木材叉は土を素材

として残された古代文化に関しては建築主体の関与せざ

るものは一つもあるまい。神社仏閣の構造の変蔵、建築

年代の論争等を解決する鍵はーにかかってその建築様式

堤 耕作

と材草寺の科学的鑑定によって専門家の手に委ねられてい

ることは衆知の事実である。

管工事は一言で云わば水仁上水、下水〉と人聞の排継

物を扱う簡単な建築の分野に隠する関係で人聞が蒸気を

利用し、包気を使い、都会集中主義を行い出した時分か

らやっとその存在を発揮したわけである。農家に耳立って

は飲料水は井戸、雑水は自然排水、便所は草便でこと足

りるが水道の利用地獄に到ると共に水道の快適な利用法

と下水並びに排他物の衛生的な処理法が問題にされ出し

浄化槽の設置に下水道への放流と云うが如〈水道屋は単

なるパイプ屋、衛生屋のぼを脱して、近代文化生活の設

言尚ーと して一足飛びに建築界の軍要な役割を果すことに

なる。然して泊や蒸気の利用による機織の像作はその伝

活体がパイプの複雑多岐にして一つ間違えば人命はおろ

か、建築主体さえもぶちこわす高圧ボイラ ー汽関車船舶

等に迄発展し、止まる処を知らぬわけであるから、最早

こうな ると、単なる水道屋の手には負えなくなり、有飽

11 



なる技術家の手による精密な科学的計算と設計の基礎の

上にft 掬して優秀な器具部品を使用し熟練せる職工の献

身的努力が要求される。

将来の見透しとその管工事界に置き11 る諸問題

日本の文化はその精神的な聞を初め大陸より駿j吹し、

之を日本人特有の器用さで巧みに消化し、 日本民放に適

応 した形に発展させたものが多い文字にしても弘法大師

が考案発明したと云われる仮名を除き、中国の 固有のも

のが移入転化したものであり、宗教の如き、圏内で開祖

の二三の近代宗教を除けばすべてが東か西から来たもの

である。

物質的な文化にしても之と大同小兵であるが、管工事

に到つては暖史が新しいだけに外国では衛生工事の この

部分は如何にやっているか、緩房、冷房工事はどの方式

がよいかと云う風に只その様式をとり入れることに追わ

れている現状で日本人特有の持味を発悔して創意工夫を

こらすと王手うのは之れからであろう。戦争j切聞の十年は

管工、lJJ は殆ど外来技術を凝り入れることが出来なかった

のであるから、その発達の程度は准して知る可しであ

る。

人聞の生活はらるがままにのものでな く、かくある可

しでなけれぼならぬことは云ろまでもないが、社会生活

特に郡市生活に於て我々管工事にたづさわるものが、そ

の感じを深くするのは下水道の完備について今少しく之

が促進を図る可きであると思う。文化都市の中で白恩肥

車が往来する光景に対しては戦後ひたすら平和と文化昂

揚，国際親善を唱込する日本として、外入居R客に対して

ml R ' の念、を深くす可きでるる。之は大阪市を例に取ると

公下水による放流処理区坂が全市の50%弱の状態にあり

然かも之が根幹をなす公下水道は明治30年に起工された

，ー所諮背割下水の根本的改造がなされぬ内に戦争となり、

戦災に過ひ、戦後の雨後の匂式の建築物の乱立のため、

者間生活に取って最込根本的で1 RWな問題ではあるが、

見栄のしない土木改良事業は単に凶{ 系係官と兵簡固な管

工事業者等の極く一部の人々の焦慮の内に根本的改善は

見送られ今臼に到って居る。然し大阪市の外観が華箆、

‘ 優美になるに従ってかかる非俊生的処理方法がー臼も早

〈街路から姿を消す可〈官民共心掛〈可きである。 H 上

水道のない家がないと同様、 7. K 洗式便所のない家がな

い 8 様之が都市生活様式の先づ第一歩であると思う。

次ぎに管工事業者と してかくある可 しと思うことは非

良心的なメ F カ戸の製品は絶対に使わぬ、怒徳製造業者

ば自滅させること、之が自分の唱道し度い処である。

戦後水道慶は儲かる と云うので進駐軍の仕事が強から

後から続出し、将に猫の手も借り度い時があった、この

時分、少し腕に経験があり、頭のらる水道関係岩は続4

自営の道を聞き、叉器具類の製作の方向、 と遮進せられ

各方面の復興事業に対しその需要を充た したのでるる、

18 

大都市の 復興が特に衛生工事の而の復興が建築主体工事

にr . . a いて行けたのは 与ってかかる芯極的人A の努力に佼

つ処が多い。

然し乍ら世は1引こ奔流の如き需i85の時代から一応充足

の時代に入り更に過去を批判検有して. n 主義な花業滋 l足{と

すぐれた技術・ど以て優秀な器具をq : ¥求される蒋代に入っ

たのではあるまいかイ何事に依らず、すべて遣に志すも

の混故知新の其回目な気持がなければ発展どころか頂上

迄行ったら後者に追いつかれ匁l落あるのみである、商業

道徳? } J ; 然りでまbる。即ち各都市の復興事業、工場其他の

新規立主に復旧事業等新しき設備と斬新な施工法による管

工事の生命は君主々と L て流れる水の在日〈日本の発展と共

に益々質的には発受して行くであろうが1量的には怖にか

けらる可きものが沢山あるのではないか、粗f[fj; なる製品

は永久にその問恵なる姿を万人の前にさらし、心; b る人

の忽陛: 乞買い、やがて業界からノツ F アウトされるであ

ろう。

近時日本の土建界が国外に迄進出し、日本人の其間目

な勃務精神と優努な技術と素直な国民性が高〈買われ、

日本以外の業者が後還する地域でも、日本業者は逆に進

出を強要されるが如き状態にある時、総長演の而につい

ては相も変らず、第一次吹拡大戦後ほんとうのことと し

て聞けない峨な製品を圏外に輸泊した業者の子孫とも覚

しき者が時々ある織に思えることは同じ日本人でもこん

な奴が居るかと思うと涙が出る。安い品物とは我々の見

解では材籾の質の点、が落ちるだけで、その品物の持つ効

ー用は高価な物と大差ないものであると思って買って輸出

するのである。我h は慈善事業や宣伝で商売即ち工事貿

易をやっているのではないから出来るだけ安くて良質な

ものが欲しい。叉突際現場に取付ける迄の破損率や盗難

滅失の危険会キ'を考えると質が同じなら少しでも安いもの

でなければ貿易特に工事貿易はやれない然るになんぞや

全然使用の出来ぬ物苅ちテ ストもせずに惑いものを突込

んで納めるメーカ ーの府るのには請かされる。こちらで

すべて室、もう一度テストして送れば最も安全であるが

物によっては夫れが出来ずに業者を信頼してそのまま 鋼

包 して送る結果この様な事態別等々 起る。かかる メーカ

ーは改心せざればいづれ自滅するであろう。

日本業者の美点は識に正実勤勉して自己の非を改まる

に僚らざることで加ふるに管工事に関する限りに於ては

施工に当る職人が左甚五郎式の名工たる者が数人は居る

ことが望ましし、。

緩房、冷房、空気調整等の機械類鋳鉄管ガス管等のパ

イプ類、継手、具型管、 7. K 栓からパツキゾワシヅヤー並

びに大小嫌々の取付工具に到る迄、進憾乍ら出発点が遅

れた上に戦時中の10年聞の空白時代を加算する時、その

精密度、加工度、強靭度、優塁走さ等何れを取り上げても

物的簡では日本製品はこの方面の先覚者アメリ カ物に比



ベて当分太刀打ち出来ないが、修理や、現場に於ける創

意工夫により利用更正を図る手腕は日本書高級江の独断場

と云っても過言でない。特に鉛管の幽物、限られたスベ

戸ス に於ける ト戸チラ ゾプの器用な扱方は体絡と民族性

の所産で彼等の推賞 す る処でｾる。

管工事の仕事は単なる水道屋、衛生屋の抜から発展 し

て、文化住宅の快適な生活設備を取付け、工場の機械を

拐付け、給水、給湯蒸気配管を行い駁盛換気の設備を施

し、或は劇場、集会所の冷房消火の近代諸設備を施工し

てその職能を十二分に発揮することが管工事国に於ける

現代の最高度の任務であるが、之等の建物は殆ど全部洋

式建築でるり、建築主体業者との関係、並びに大工、鳶

工、鉄筋工、左官、ペゾキ工及電気業者等との績の関係

が発生する。洋式建築に於ては管工事の関与する聞は内

部設備機械類の種類が培えるに従ってその分担簡は責任

の範囲に於ても金額の国に於ても全工事の何十% かを占

め、特に責任範囲に於ては、材草寺の調達から施工後の使

用状況、f l ; 後一定期聞の補償責任等すべてが管工事業者

の手に委ねられている関係上、近十℃建築様式の本絡的登

場と共に、設備業のみの分離契約が提唱せられ、既に諸

官庁、ピルデイゾグ等、分離契約を突行している場合も

多々あり、相当効果も挙っている様であるが、この声が

起った兵の原因は種々あること乍ら下請として管工事を

行う場合、経済制面に於て従属的立場に3J. たされる関係

上，金融逼迫の際は徒らに諮負金を削られ、或は工事出

来高を過少に評価される等、所謂封建的な主従関係に似

た不心得な嵐念を以て下誇を圧迫する元諮がなきにしも

望月足現状から起 る悲痛なる叫びの一端の顕れと見てもよ

いと思号。

此噴流行語となっている所謂民主的な態度と紳土契約

の下に登かな金融状態の世の下に於て、建築主体業者と

管工事業者の関係を見るならば、共に底歯輔車、事の両輸

の如きものモお互にそっぽを向いて仕事の出来る間柄で

はなく 、対外的にも対内的にもお互扶け合って工事の完

遂に当らなければとても会心の作は得られないと思う。

但し之は大きな工事でしかも元読と、下諮と意気投合、互

に相手の立場と、自己の責任を自覚せる者同意、の場合で、

然らざる場合はるっさりと、分離契約の下にすべて他人

行儀に事を運ぶこ とが両方共得策でるるかも知れない。

管工事業者と平行 して電気業者が設備者と して存在 し

大工、鳶工、実他前述の建築諸方の織の連絡が発生し

工事の進行につれて互に相手の仕事の分野と接触 し、 場

合に依つては手直 し修理等の関係で相手方に可成りの損

害を与えることがらる。この方面の問題もー般経済面が

豊かでるり、お互の侠に余俗があれば、自に角を立てる

問題も起らぬが下請の場合と分縦契約の場合とを問わず

管工事業者の請負範囲は、他の諸方をも止害する機会が多

〈、金銭的領官補償の問題が起 句勝ちであるがJ 之等は

大元締たる建築主休業者の阪の出来具合と、初方相互間

の親艇と、人間性の向上に依って或る程度、解決さる可

き問題である。

結 論

近代絵合建築物に於ける工事進行の過程はあたかも近

代医学の粋を集めたる最新式の綜合病院に匹敵する、地

下何階地上何階の建築物の進行過程に於ては外見は只危

機械の喧燥なる雑音、大工、左官、語、鉄筋工等々の各

般入りみだれての懸命の作業、鉄骨や壁の聞を縫うて走

る電気、水道、蒸気、空気の無数の間管工事等身、いづ

れも無軌道、処統制に行われている様に見える。之等が

如何なる設計の下に、如何に系統的に首尾ー質したる方

針そ以て前 h 工程が進められているかは門外淡にはわか

らない。しかし央際はみことな統制 と各個の連絡と協力

がl瞬時も忽がせにされずにすべてが有機物の( 111 < 巧みに

仕上げられて行くのである。

人の伎の聞に関しては比較的研白究とその! 然史が古いに

も拘わらず同じく人間の体自体についての医学が長らく

淡方医学の下に人体の構造すら究明されずに対象療法に

終始せるH自然時代を脱し、幕末の頃、その道の先党者、

回i] m良沢、杉田玄白等の庇学事始により阿i苅陀解: g; J J書、

夕 戸 ヘルアナ ト ミアに依って近代解剖 ｬ 学の峨ｾがつけら

れてより近々百年内外その閥、日本の医学者は、 I鋼、独

米等の最新医学の精髄を完全に消化し、wt にil l : 界の水準

に達 したる現今に於てその代表的綜合病院を見るに各科

夫 h 優秀なる専門医術と理想的な設備を以て人類の福下11:

に当? ていることは言を侠たない処であるが、病院運蛍

の一貫せる指辺精神と医家諸氏の緊密なる績の連堅塁、事

務員、宕護婦に対する適切なる司1: 綴に依って、如何なる

紫柄、急患も 、迅速に処理され、生命の危殆に頻する突

発傷官者と云えども患者並びに附添人に対して何等不安

焦E患を与えなし、。

管工都の仕事は、近代建築物に於ては医学に例ふれば

内科的役割を果すもので、その分野の中には既に電気技

術をも包援 し、 その比重の点に於ては建築主体にも比肩

すると云って過言でない、しか し内科医が院長を兼ね、

進 んでは病院経営者と して活躍 している例は稀ではない

が建設業に於ては管工事業者が建築主体工事を兼ね、近

代建築の元締をやる例は未だない。その原因と しては資

本カもさるこ与乍ら斯界特有の{ 二季語とも称す可きものに

従って管工事業者が敬慶に自己の本分以上に色気を出さ

ない結果でるる。

最新式の管工事諸設備を完全に消化 し、 街進んでは 日

本人特有の応用性を発探 して之等を充分日本の気( 侯、風

土に適したものに仕上げる可〈一段の前' J i 1 t を続けるこを

C2o頁へ続o
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ハ ガ キ 回 答

昭 和2 7年 の 建 築 界 に 何 走 望む か

(j: し 靖之 き

編集部は「昭和' z 7 年の建築界に何を望むか」と云う聞

を各方面の方々に発して御回答を願った。ハガキ発送数

約 2∞通- c : 、御回答のるったのは49通であった。この獲

の試みは毎回段荷主好成績となっている。御回答下さっ

た 諸 氏 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ る 。 ( 編 集 部 〉

政岡ｾ次

27年の新春を迎えるに当旬、我が建築界に望む所のも

のは、自分の職掌柄先づ何を措いても「建設業界がJE. し

い自主性を持つJ e云号事である。

殺に24年 5 月には建設業法が誕生し、それに基いて25

年から26年にかけて中央建設業審議会の手によって、各

f I D の標準請負笑約々 款が出来た。

多年に渉る片務的な請負契約の授給は、一応形の上で

は是正されたが、之を如何に正し〈迩蛍するかがこれか

らの問題でるる。此の為には今年は最初の且つ絶好の年

である。

この秋に当り業界が久l . . . ¥，、聞の封建性から脱皮して、

正し〈自己を反省し大に自主性を持って新しい第一歩

を踏み出さねばならぬと考える。 仁松村組監査役〉

伊 藤 : : ! 告

1， 不燃都市の建設促進に積極的に建築家は推進すペき

である。( 不燃と云ってもハリボテ建築では駄目〉

2， 笥食会祉に勤務するー員としては、職別労組の結成

を促進させる。

3， 職員組合の績の連絡を速やかに統合する。

2， 3は初耳の人には原爆にも似た感じがする可E しよう

治人これ等が成功した慨には土建産業界のレベルを一段

と高くすることに役立ちましょう。

仁清水建設株式会社広島支庖設計課〉

奥 戸 大 磁

戦災を受けた焼野原も今や続々と建ち並んで来たが、

経済力の弱さから相も変らず木造が圧倒的に多〈建てる

後から燃やし腐朽させて居る現状である。

昭和' z 7 年こそは不燃建築を更に増加させたいものであ

る、特に終戦後採用されて来た「コ y !J リ戸ト フ. ロツ t

!J J 建築の発展を望みたい、但し; 最近雨後の笥の様に種
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h のプロックヵ: 出来ているが、自ら良いものが残り怒い

ものは陶汰されて行〈事でるろう、プロック積と言えば

地震に弱いものとの考え方は改める要がるる。精密な計

算や実物実験や入念な責任施工で充分堪え得るものが出

来るのでるる。只感じだけで漠然とプロック造は感心し

ないと言う人も見受けるがもっと研究すべきだと思う。

叉プロック造の方向も徒らに値段の安〈なることばかり

を主眼とすることは侠しむべきでるり、各種プロックの

特徴を充分生かして行くべきである。

鉄筋コ y p リート造との値段の差がたとえ無いとして

も木材及セメ γ トの消費量の減ずることは森林資源や石

炭資源に乏しい日本として国家的見地から考慮すべき重

大事項ではないだろうか、良識; b る建築家諸氏の司自j断を

願いたい。仁日本プロック建設株式会社神戸出張所長〉

高 田 秀

12才から13になったからとて、特に希望するわけでは

るりません。明るい政治で、平和的、生産的な生活を営

む機会を与えられ、言論、思想の自由、それから基本的

人権が保障されることを今年も叉希望せねばならない事

を悲し〈思います。

建築は夫れを基点として出発さえすれば、私達の心か

ら望んでいる形に発展して〈れる事と信じて居ります。

学界ボスの湖、知的な建築行政官の頭のつめかえ、

封建的な業界の伽ura.. 一一等，々、今年も叉問題がうづ高〈

積まれている様です。ウス皮をはぐ如く一つ一つが取り

除かれ、改善されて、美しい建築，楽しい住居が、誰に

も彼にも均等に与えられる日を夢みています。

仁西村好時建築事務所〉

イ中 忠 告革

1 業者の自党

本年は業者にとって良き年ではなさそうだが、お互に

〆y ヒ・ y グそいましめ建築物の質の向上につとめたい

1 施工法の改良

工法の改良、新工法の研究がなされているのは喜ばし

い事で益々進めたい。コストが安いからとて人が機械

にとって替らぬ徴。

1 建築設備の充実外見は堂k たる建築がド Y ドν 出来る

が、冬ともなればガラス窓からスト戸/ の煙突が林立

し、部屋台はカラーを黒〈 して艇に目をいた〈する。

折角の水洗仮所と停電でふんずまり、ハイカラな小佐

毛では田舎動d < . が、のをつくと云う有様ではね。

1 街衡の護備

設言| の時には隣近所の姿も考慮に入れてもらい皮い。

一一総合的なfbJ の美しさを。

〈野村建設工業工務課次長コ



井 手 正 維 の建物の修理をすること。 〈羽原工務自〉

都市不燃化運動そー層強力に したい。焼跡や政関跡に

は早〈 不燃性の建築物を建築 してほ しいものです、 之に

は政府の助成金が必要であることは云うまでも ないが、

政府も自治体も積額約にこの計画に当る様にすること、

猶ープ ロ ? に一つの大きなピル ヂングを建てて之を区分

して借家 とし、 毎 身勝手なピルの乱立を防ぐ様にする。

仁京都府建築部営紙課長〉

秋 田 喜 代 治

組閣の動絡も次第に落ちついて来ました治人年の動き

山 口 吾 郎

1， 科学的根拠による予算の随斐工事の突施。 【諸官庁〕

2， 一流設計事務所の活用 と建築土の資格、向上、信任

〔ー般〕

3， 破産的盲目競争の徹底的なる反対。〔建設業者〕

然る後明るい建設諮を、たくま しい槌音と して聞きた

い。 仁不二建設常務取締役コ

新 名 種 夫

と共に愈々立派なる建築士の見識を以って進歩せる設計 1， 昭和26年度の現状より見て、住宅問題に関する政府

良心的施工により、社会の レペノレ向上のため、その一分 の関心が低下 したるやに感じられるにつきこの問題に

野の開拓に努力 されることを期待 し;従って建築家は直接 関する政府の認識を更にする為の運動を建築界より起

技術を励むとともにー方各自人絡の陶治に力め社会人と すこと。

しての責務を果されんこ どを希望 します。 1， 建築業界の全般的苦境を打開する為の対策を、建築

仁秋田建築事務所長〉 協会の如き建築関係の各業者をど包括する団体に於て考

小 林 2藍

終戦後 7年目諸種の建築復興は部分的にはめざま しい

しか し今日街安居の場所を採 し求めばならぬおびただし

い人々がある、公営アパ ー トにても或は公庫の低利資金

によるものにても、とまられ庶民の住居建設をより早急

により強力に推進される事を叉英力を望む。

く竹中工務庖〉

光 安 藤 光

私は、 26年の始めに、竹山謙三郎↑ # 士がされた、木造

建築物の構造と意匠への痛烈な批判に対し盛り上った

反省等、一連の動きに注意を促されています。 27年には

こうした意味からも、建築評論家の出現を期待している

者です。厳正 ・公平、秀れた理念による、批判こそ、建

築を発展させる力でるると信じているからです。

仁兵庫県営繕課技師〉

羽 原 徳 衝

天災地変、人為災から生命と財産を護る処置を取って

欲 しし、。即ち、地震、風水害、土砂の危険、火災等から

充分譲られる、建物を強権を以て建設することと、現存

究すること。 く近畿観光施設取締役社長〉

高 橋 蹴 滋

1， 本年は建築資材をもっと有効に使う為に、不急. ' f ' 頃

なピノレ等よりも、圏内に金が姐る範囲で生産関係の建

築をどんどん建てて貰い度い、殊に外貨を鈍得する窓

!味で総出方面，l : 剣山の建築にも力を注いでほ しい、備出

来れば国民の住生活者Z安定するに足る良心的で耐久性

の住宅を早〈建てて貰い度い。

2， 建設業者がお互に不当な〆 γ ヒ" : / グをやって、そう

でなくてさへ利潤の薄い此事業を更に苦しく してい

る事は本当に愚だらると恩われる、それと共に施主並

に設ii f : : 者に於ても建設業に適正な利i筒を認めるよう考

えられ度い。

3， 建設業界と しては経験だけが物をいう社会ではなく

て、経験も無論軍事芸ではあるが、もっと科学的な研究

と創意工夫が尊重される社会となるよう希望する。此

研究工夫によって更に工期短縮、工費節減、工事の優

良化等を計らねばならない、街建築材斜界に於ても一

層の研究進歩と、之が建築への取入れ方にも一段の工

夫を望みたし、。

4， 本年度は日本の建築技術者が沖縄より更に一歩進め

酒 想 的 床 材 料

リ ノ リ ユ ー ム リ ノ タ イ ル

特 製 9 ノ Y ユ ー ム 糊 Y ノ 9 ユー ム ・ ヲ ツ ク ス

東 洋 リ J リ ユ ー ム 株 式 会 批

本社 ・工場 兵庫県伊丹市伊丹五五八 電話 伊丹 1 ・51 ・69

大阪事務所 大 阪 麓区謀 五F37Fピノレ 東 肢 脂 東 京 臨 失鶏 物 見6戸l ピル
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た海外進出の第 1 年たらん惑を希望する。

仁大林高却付帯施設課長〉

中 尾 保

昭和? : 7 年と限定するとちょっと困るが、何時も建築界

に望むことは「建築に対する社会一般の啓蒙運動」でる

ります。 日本人程建築に対す る理解の少い国民はないよ

うに思います。これは建築界の罪か社会の罪か何れにし

ても建築関係者が努力すべきであると思う。

吉 川 清

建設業界の社会的地位を向上せしめ、叉斯業の重厚性

を一般に認識せらるる様努力す可きである。

〈消 水 建 都t式会社常務取締役コ

香 取 市L

一一一設計及監理者の立場から一一

1 関係法規の改正と統一を早急に。

基準法施行丸 1 伝 不 合 理 な 点、解釈の一定しない点

関係他法との喰違い割尺山ある様です。祉

2 設計者と研突者の tie up を。

設計者は設計の合理性の裏付けに、研究者は地につい

た研究のために。

3 建築材糾の向上を。

メーカ【は特長を誘張するばかりでな〈、欠点を糊塗

せずに明示 して ほ しい、そして現場へは見本通りの品

を』

4 新しい詰負制度の確立を。

設計者の予定より安〈詩負われると、略それだけ損を

されます。無陪な競争を避けて、例えば、実費報酬加

算式に近いような合理的な制度を。

5 加:工技能の低下を防ぐには。

今に して峨人の技能を養成 しなく ては技能は主主々下が

る一方です。現場でj動 い て 収 入 制 科 技 能 が 側 出

来るよ うな国立技能学校の設立を。

6 もっと豊かな建築が出来るように。

心ならずも設計仕様の程度を下け・たり、亦すばらしい

着想も材粉、施工の伴わぬため涙をのんで薪・めるとい

った事がないように。 く東畑建築事務所勤務〉

強 ( 1 温穂号

ＭｕＢ ＷｉｉＧ ｾＱ ・Ｚｴｅ盟国
予 り F) 又

フローりンヴ-

ｾＱｴ ｩ て［ＱＮＮＮ 電

. 宵任縄ユ

田辺工業努限曾f 5 !

大阪市西区江戸堀下通ニノ一七電土佐瀬@2677. H7 1  
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亀 弁 幸 次 郎

私はただ単に昭和27年というだけでな〈、これからの

建築界に左の事を希望致します。

1，教育界に

イ，建築経済に関する講座を設けること。

ロ，物を対照 とした建築学でなくそのなかで生活 し、

生産活動を行う人を中心と した建築学が創設される

ことを。

2，突業界に

建築家( Archi t ect) とは、建物の意匠だけを工夫し

た旬 、構造だけを計算したり、材料の 化学性だけを調

ペる者でな〈、それらを充分使駆してーっと建築とし

てこれを組立まとめ上げる技術家でるるとするならば、

従来の独善的建築家気質を掲乗して、Bui l di ng mone y  

が如何なる要約と根拠を以って成立されるものかの点に

関する考え方の上に都市建築仁特に中村天地の高層建築の

集団性入の公共性及公益性を深〈認識し、建築家以外の

人身がこの点の理解を持つ様努力して欲 しいこと。

〈日本損害 保 険 榊 算 定 会 火 災 技 御 調 査 伊 長〉

片 口 時 男

昭和z7年の新春を迎うるに当り我h 建築家と しては講

和後の 自主経済に則応し先ず経済的な設計、経済的な資

材を使用しての能率的な施工法を研究して、国民待望の

住宅茶他の建築物を最も安〈供給出来得る機建築界の各

方面の人h の協力を要望 したい。

〈広島瓦斯株式会社蛍絡課長コ

菊 池 庄 太 郎

新生の年を迎えて産業、経済、文化の躍進、新生日本

のうづく様な胎動を興奮をもって感ぜずには居られない

この基俊的部分を受け持つ建築界の使命は; 考えれば考え

る程大きい、たった一つめ闘古風で国家予算の尼大なる消

失、予算、 削減による粗製な建物、食菌な設備と材草寺を

身につけてどの様な姿を現すであろうか等々に今こそ我

4 は企画と実施に深て 反省 しなければならない。高度の

計画性、機械化、新材籾の研究、技術者の質的向上と昭

和27年の建築界は本当の意沫の建築土の手にかかった完

ぺデスタ1L，キR5

3K3挙組株式禽批



成近い商業建築群に卒先垂範して頂き度い。

仁府立浪速大学施設課長〉

迫 田 谷 久 吉

1， 言背負業者へ安かろ う悪かろうといった施工に対 して

絶対に入札されない事。無駄ーな意争をやら ない事。

2， 官庁へ。本年以上仁親切であってほしい。公僕たる

事を忘れない様に。

3， 設計監理業者へ。紳士らしく品格を下げる機な態度

で建築主へ巡動 ケ間数事はお互に侠しむ1 J r 。

4， 技術者へ。より一層研究に努力すべき事。

5， 材籾業者へ。責任ある商行為を望む。

ζ 池田谷建築事務所長〉

早 川 女 夫

1， 建築基準法や建築土法の実施に伴い、建築技術者の

社会的地般の向上に努めたい。こ のためには個人々々

の責任ある態度や行動が必要であると共に、建築技術

者の一元的な強力な組織を持つこ とが大切で? あると思

う。

1， 公営住宅法の実施に伴い、公営{ 主宅のi l l 1J期的t曽大、

特に、よい設計の耐火造アパ 戸ト が全閣に数多〈建設

されるこ とを期 待 したい。( 衆議院建設委員会調登員〉

山 根 正 次 郎

1， 既に論議の j或を脱 した「設計施工分隊」の早急なる

実現 仁日建設計工務株式会社審査役〉

松 浦 勇 太 郎

1， 業界の信望が昂められそれが標準になる事。

2， 同心協調 して業界の地位が高められる様。

3， 祖国の新天新地が道理の進展で再建せらるる様に切

望致 します。 仁兵庫県建設で工業組合長〉

尾 崎 久 助

地方へ行くと回分いかがわしい設計の建築に出合が戦

災復興L 進駐軍設営等に優秀な建築家が地方に腕を振う

様になったと見えるのは結構な事である。文部省指導の

モデルスクールもそうい号一例であろう。行政整理で地

方官公庁も技術障が弱化するとすれば建築事務所も地方

えも力をのばすべきである。 仁日建設計工務社長〉

市 村 議 雄

① 住宅建築に対する政府の融資。

① 防火建築に対する政府の融資。

① 建築請負業者の岡結と自重定。

仁株式会社中村組社長〉

田 辺 卒 学

1 に 「不燃者11市の建設」

2 にも「不燃者11市の建設」

3 にもまた「不燃都市の建設」

〈東京 工 大 教 授 建 築材粉研究所長コ

神 足 繁 雄

1， 耐火建築の普及を早期に実現する為公共の補助を望

みます。

2， 建築界の社会的地位を高める為大 きな同結と斯界団

体の対外的な此の方向への積極的活動を望みます。

〈神足建築事務所長〉

相 沢 喜 久 太 郎

防火地区の意義を生か して絶対的に不燃建築の建設を

実行に移 し、耐火建築j 物えの助成金問題を促進して都

市を火災から護ることが篭ま しい。

生 コY グリートの供給会社を早急に設す. して封負業者

えの協力ができればコゾグ リ戸ト の出来栄えに対する是

非の問題も無くなって、あらゆる点からみても百利がる

って一審も ない、 有益な方法であると信ずる、実現のー

刻も早からんことを望む。

大阪犠は大阪に於ける史蹟名所と しても唯一つのもの

である、隅櫓、 門、石包の破損している、あのぶざまな

姿はあまりにもなきけない、修理の手を平身延ば しても

らいたい。

大阪駅の外装は大変11品、感 じを与えている、もっと明

朗な外観にして欲 しい、なお人道 と車道のm界をしてい

る木柵は全市にわたって撤去してもらいたい。

仁大阪建設業協会工務部長〉

諜扮締切昭a Z22掛'1の庖

創業3日: 年古い歴史と新しい筏術

J ヂイ: / グのグリ戸ニ: / ｾＮ 工 事 、

古い住宅が新築関綴になる美葉・工事 i 請負

新築住宅にお手入れのレらぬ美葉工事ノ

雲 喜 美 素 工 業 所

大阪市東区ｬｌ町 Ｈ 堺筋Ｉ三和ピル三階電蕗北 ｬｪｩ ｾ ＵＸＸＸ 審
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住 宅問 題 解 決 策

伊 東 五 虫日

現下の住宅襲撃が極めて深刻であり、その解決は甚だし 即ち同居| 仕手持及び住宅でない所に住んでいる1陵情の数

〈因襲撃な問題でるることは周知の通 りである、然しこの は、全国で219万、市部で130万、その中から 1 人世稽を

問題の見通 しについて近頃世間で余りにも悲観的な見方 除けば‘ 全国で 123万、市部で 73万となる。

が行われ、この事が却って真剣な対策の樹守. の妨げとな 同居批稽や住宅外庶住地: 稽の 中にも何% かは現に住宅

っているようにも思われるので、敢て粉々楽観な究場に に困っていない者も 、経済的な理由から現状で落着いて

立つ℃、私のこの問題の解決策一一ほんの試案を御披露 いる者もある代‘りに、1 戸の住宅に 1 f 1l : 稽が住んでいて

して見たいと s思う。 も、住宅の著しい組題、過密居住、過度の述距縁遠1 i IJな

先ず政府の住宅対策の基礎となってい る住宅不足数 と どの原因によって、別にかなり 多くの住宅困窮 者がある

毎年の 恒常的な需要数について検討 して 見 る 必 要 が あ わけであるから、上の数字だけで不足数そ雄定すること

る。 は出来ないが、 之によって大凡その見当もつ〈 し、 前に

現在の不足数は 320 万戸程度といわれているが、之は 述ベた不足数に対する見解の裏付けに も な る も の と 思

比較的に住宅事情の安定して居った昭和11年頃の状態を う。そこで現在調査資籾が乏 しいためにE 確な雄定は困

基準として、その後の増減を差引き計算して得たもので 要重である し、 基準の取句 方によ って大き〈動〈数字であ

一応妥当 な数であることに疑いないが、 之を突際に住宅 るから一概に断定するわけにはいかないけれ共、現在の

対策に結びつけて、 計画の根拠とすることには疑問があ 国力にふさわしい水準を定め且つ対象の範関を主主点的に

る。それは現在の国力から見て数が余りにも港大なため 局根 して達観的に推計するものとせば、 現 在 の 住 智ド足

に10- 15年伎の或程度の見通しを持った計画を樹てるこ 数は、恐ら< 100 万から 150 万程度のものが妥当な数字

とが不可能になるからである。今仮 りに之を見方を変え 〉して挙げられるのではないかと思号。 少〈とも 之を差

て、つまり目標の水準をもっと低〈取ることに して、空 当りの計画目標と し こ の不足数を解消することによっ

製と強制疎開に因 り一挙に大量の住宅を失い現在の住宅 て住宅問題は或程度の安定を期待 し得るものと思うので

殺の主なる原因が発生 したその直前の状態に迄恢復する らる。

ことを目標とすれば、不足数は約 200 万戸となる。更に 次に将来における住宅の恒常的な需要数についても 、

都市と農村では住宅難の程度は甚だしい差異がるって、 普通年間30- 40万戸と推定されているが、之も前に不足

都市の深刻さに比べれば農村では一一鴨殊の事例はここ 数の場合に述べた要議で極〈内輪に考へることにすれば

では論外として一一一概して街若干の牧容余力があるもの 概そ25万戸程度と推定することが出来る。貝11ち人口の自

と見て差支えないし将来における増加入口も都市転出 然増は終戦後一時異状に高くなったことも車うるが、動丘

の傾向が強〈従って将来の住宅需要も左程多くはないの は梢h 下廻って居・り将来も人口政策によってこの傾向ば

であるから、大体において都市における不足数のみを取 続くものと 想像されるので、仮りに最近10年間の平均を

り上げるとか、叉その中でも自力だこの問題を解決する 取るものとすれば年間平均 100万人程度、住宅需要数に

ことの出来る有産階層の該当数を差引くというように、. 換l 1- して20万戸となる。その大部分は都市に転入して佐

対象を局限 して考えれば、不足数はその何割かに減ずる 宅難に悩む都市の住帯f之足を更に圧迫することになるわ

わけでるる o けでらるが、その一部は差当り比較的に余俗のある農村

叉別な観点から、昭和23年 8 月に人口、世稽及び住宅 の住宅に駁J吹されるものと見て、例へば10- 2 0 %程度を

数の全国一斉調査を実施 したが、その結果は次の通りで 差ヨ |いたものを人口僧に伴う住宅需要数 とする。 災害と

るる。 自然腐朽に因る滋耗についても、災害による滅失の過半

は風水害等による農漁山村の住宅であるしその数もか

なり過大に報告されているようであるから之も相当に制

引きして計算する。自然腐わに因る損耗については、理論

上は毎年相当多数の家を建て替へねばならないことにな

るのであるが、実際、には少 くともここ当分の間腐的 した

家屋を取り こわすという 事例は比較的に少いのてーはない

かと思われるので、之に見合 う需要数について も極〈ー

全国 市部

1. 住 宅 戸 数 1，390万 499万

2  1吐 帯 数 1，609 629 

3. 内 同 居 世 稽 166 102 

4  同上 1 人世掃を除〈 79 54 

5  住 宅 以 外 居 住 世 稽 53 28 

6.  向上 1 人世帯を除〈 44 19 
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部分のものを予想する。このような仮定の下に相当の推

定者三加えて計算すれば、年間需要数25万戸前後となる。

之に対して住宅の建設の状況は、戦前の常態において

は年平均30万戸前後、終戦後ば非常に小規槙なパラツ F

建てが多かったせいもあって、昭和23年を頂点として一

時は50万戸以上も建ったこ ともあったが、その後漸減し

て26年には大体30万戸そこそこになるものと見られ、そ

の内約 8 万戸は公営住宅及び住宅金融公庫の貸付け金に

よるものと見られるので、民間の所謂自由建設は僅かに

22万戸に過ぎないことになる。このことは最近の一般的

な金諮りの影縛も考へられる けれ共、主なる原因は、多

くの住宅困窮者のうち資金の都合のつく 人達は既に大抵

建設を終っていて、 今住宅を欲す るのは公営住宅なり金

融公庫の貸付けなりを唯一の頼みにその刻当てを待って

いる人々が大多数を 占め、自分の資金のみで建設しよう

とする人が非常に少〈なって来たがためと解せられる♂

がこの事実から見ても伎宅著書解決のために政府や地方公

共同体の果す可き役割が義 -'<1定要なものになり つつある

ことが祭せられるのである。

以上の推定に従えば、将来毎年平均新たに35万戸の住

宅の建設を続けるものとして一一之は叉資金、資本オ、労，

務等の現状から見ても、大体において能力の限度と考え

られるのであるが一一現在の差当りの不足数1∞- 150万

戸は、10- 15年後には一応解消されるわけである。市し

てこの年間35万戸の建設を完遂するがための前提条 件 と

して、 当分の間毎年最少浪10万戸の住宅を政府の施策に

より計図的に建設することが必要である。

そこでこの対策の定点となる政府の助成による年間10

万戸建設の計画について検討して見ょう と思う。次表は

ほんの思いつきの試案であるが、こ の問題の中心となる

園の予算や資金の函について、概その所要額や可能性な

どを考える上の資料と して見て織 きたい。

住宅供給者別 |建設戸数| 犠 式 別 戸 数 |品Zd1P吟 | 負 担 区 分 ‘ 負担額 | 比率 j  

1) 公 営 住 宅 4万戸

鉄筋アパ ート 1. 2万戸

木 造 住 宅 2. 8万戸

鉄筋 7 パート 1. n万戸

。 給 与 住 宅 3万戸

木 造 住 宅 1. 5万戸

偶人住宅に対

め す る炎令貸付 3万戸

v1 

令

鉄筋 7 パート 2. 7万戸

木 造 住 宅 7. 3万戸

所要資金内訳 468億円

仁負担者別〉 負担額 比率

国 f住国宅庫金融補公助庫

841ft 門 18%  

210億円 4 5 % 

官| 294i &. 円 6 3 % 

。-. 地方公共団体 991.1:(門 2 1 % 

3  雇傭主Tこる会社

ＴＵ ｦＮｾ円 1 0 % 

その他の団体

4. 4司 人 30億円 G % 

70万円

1G8億円

( 1 ) 国庫繍助

84億円 5 0 % 
30万円 ( 2〉 公 共 同 体

( 1 ) 住宅 令 融

90億円 6 0 % 
70万円

公傭庫主貸T二付

:30万円

150億円

( 2) 麗 る

会社 ・団体 4511古門 ao%  

の負担

( 乃〕公共団体の

貸付父は補 ＱＵ ｦＮｾ円 1 0 % 

助

( 1 ) 住宅金融

120{怠門 8 0 % 
50万円 150億円 公 庫 貸 付

( 2) 例 人 負 担 :10億円 2 0 % 

ほ笠旦J

※ 平均規模は公営及び給与住宅では木造10坪、鉄筋アパ

戸ト 12即、個人住宅では15坪 とし、経費の中には敷地費

等も加えた。

この祭による国の負担は、国庫補助84億円、住宅金融

公館に対する出資叉は貸付け 210位円、 合計 294億円台

あって、昭荊]26年度予算の国庫補助44{ l J ; 円〈災害対策 と

して渇加された分を除< ) 住宅金融公庫えの 出資及貸付

金 ＱＷＰ 位円、 ｾＱ ＲＱＴ 億円の概 そ Ｔ 割増となっ てい るが 、

5. 計 4G8億円 1∞ %  この額は現在の国の総予算よりその配分の状況などから

この試案では計画戸数を公蛍佳弘給与住宅及び自己 見て、負担 し切れない程のものとも恩われない。地方公

住宅仁之は適当な企業者による分譲住宅に切り替えても 共団体については、 26年度全体で5J 低円程度と なってい

よい〉の三つの形式に区分 した。公蛍住宅及び自己住宅 るのでこの案では約倍額の負担となるが、本年度の 50

は大体現在行われているもので、労務者、職員等に対す 位円の負担が地方財政の現状から見て既に過重となって

る麗的主たる会社、各種団体等の給与住宅のみが新たな いるのは、その大部分 をその年度の税牧等の一般歳入に

構想のものでらる。 3 煮の建設戸数の掛合 4: 3: 3 は、入 依存しているからであって、 元来伎宅経営事業の如き一

応者をi投入階m別に見て、公営及び給与住宅は家賃月 額 定の l投入の伴うものは当然主たる財源を公債に求めるべ

1，000- 1，500円、自己住宅は頭金 としての自己負担 10 きものでるり、 住宅問題解決のためにこの程度の地方債

万円と毎月の割賦金負担 3，000 円前後の負担に相当する の枠を鉱げることほ金融事情に重大悪影響を及ぼすとい

l投入階腿を前者 7、後者 3 の割合 と似定 した。住宅の※ う起のもの .eもないの .e ;bるから、地方負担の問題は起

お



償制限の是正によって解決し得られるものと』思う。

多くの従業員を使用する会社や各種の団体が、福禾! I 施

設として叉能率向上の上からも、多数の給与住宅〈社

宅〉を持つことは麗僚主及び彼術者本目方の強い要望ちも

らり、昭和23- 24年頃石炭、硫化鉱などの緊急培議のた

めに復興金融金庫から特別融資をして大誌に鉱山住宅を

建設 して良好な成績を牧めた育ij 例もあるのでるるが、現

在は金融幾などのため、少数の例外を除いて、給与住宅

の建設は極めて微 々たる ものである。之に対 して若干の

公共資金を補給することにより、その建設を促進するこ

とが出来れば、資金効率の点から見ても有利でるり、叉

住宅政策ばかりでなく、 労倒J政策、産業復興政策の上か

らも特に意義深いものがあると思う。

このささやかな案を突施，するためにも、国の住宅対策

費の大巾な僧類、地方債制度の是正、住宅金融公庫運営

方法の改正等、政府においてかなり 思い切った措置を講

ずる必要があるわけであるが、いずれも不可能な問題で

はなし要するに住宅対策の貫夜性を認めることによっ

て解決 し得られる問題であると思うのである。

我国と同じように財政難、金融灘に悩みつつ深刻な住

宅難の克服に努力している西独過においても、昨年第 1

次住宅建設法を制定 して計画的に住宅建設に乗り出 した

が、との法律では第 1次計画の目標として1950年以降 6

年聞に 180万戸の住宅を建設することを規定 し、 先ず初

年度25万の建設に着手 した。こ の資金の獲得には最も苦

心しているが、 連邦政府及び地方公共団体の負担する分

だけで、 1950年度17億マ F グ( 1， 450億円〉、51年度は7月

迄に予算の確定 したものだけで10低マーク ( 850億円〉

の多額に上り、その外に政府保証、 政府の融資命令など

の手段によって、不動産金融機関等から相当多額の資金

を潜入 してい る。今迄の突績色将来予想される再軍備等

に伴う新たな財政上の負担などから見て、計画通り目標

の達成は困難のようでーあり、恐ら〈は結局何年か矧閣を

延長するというようなことになると推測されるが、いず

れにしてもこの資金の額は、敗戦後の独ilil にとっては極

めて大きな負担でるって、住宅難解決に対する政府と一

般国民の真剣さが窺われる。これによって見ても我国に

おいてこうした本均的な解決策が国の政策として未だに

確ずーされていないことは皐に遺憾であってィその理由を

よくいわれるように、 単に財政難、金融燦だけで片付け

るわけにもいかないのではないかと思う。

以上は、資金商からの政府の助成による勤労者住宅の

建設促進の方策について述ペたのでるって、之が住宅型軽

解決策の中心問題であるからであるが、その外にも着想

としては色々なE誌が考えられるけれ共、充分研究して見

たわけでもないので、次にそのこ三について要. r J l だけを

列記するに止めたいと思号。

1) 民間の貸家叉は住宅分譲企業を育成する方策と して

E虫i主iが最近初めたように、一定規模、ー定家賃仁分譲

の場合は月賦額〉以下の小住宅に対 してー定期間固定

資産税滅危の優過錨置をなすこと、但しこれを突施す

るためには地方説制全般について再検討する必要がる

る。尚之と同時に借家法の運用について、現在の一方

的な借家人保設の行き県ぎを是正することが必要で; b

る。

2) 住宅企業に対する民開設資を促進する方策と して、

欧米諸国で行われているように、政府保証の途を聞く

こと、 及び之も独j組の第 1 次f主宅建設法に規定されて

いるのでらるが、保険会社，不動産金融機関仁之は現

在日本には有力なものがない〉等の余浴金の一定率に

対して融資命令をなす権限を政府に与えること。

3 )  日本独特の住宅無尽の制度を活用 し育成する方策を

器付ε ること、之がため政府機関から長期資金の融通、

斡旋等が考えられる。

住宅問題ＨＱＺ現下の我国にとって社会福 ｾｉｲＺ と経済再建の

基盤をなす極めて霞裂な問題であると同時に、最も解決

の困難な問題でもある。終戦後 6 年にして衣食住のうち

衣と食の問題は既に大体解決を見ているのに、{ : E に関す

る限り印J. i f E : . t ! に涯辿の感が深い。近< " 放和も成立 し独立

国に復帰すこの機会に、とり 残されたこの住宅問題の解

決のため、日正伎の対策の抜本的なl ' f 検討と強力な住宅政

策の確立を切唱してこの稿を終ることとする。

〈筆者ー大阪市建築局長〉

仁19頁より続o ならない。屡述の如〈管工事が近代建築の重要部分担当

が我々の真の任務でるる、外国語を或程度理解し、物理 者と して之等両者に対 しては直接、接簡の機会が多いた

化学の簡単な原理を解して倦まざる精神と理智的ひらめ め特に務官庁としては近来設備方面に特別の部門を設け

きを有することが今後の管工事技術者ーには必要である。 専門家をして適切な処理聡替に当ら していることは機宜

管工事業がその建築に占むる役刑は、常に医学の内科 に適せるものと紘す可きで、願くは、識見、手I Di l とも民

的のものではるるが、夫れが| 盗服、発展を来たしても綜 聞のエキスパ ート を凌く敬司| 捕が官庁に築家句、本業態

合病院の院長自併交捌迄果γ 悠心のないことは自分の現在 に対する筒ーj内の適切なる指砕を欲 して己まない次第で

の 判 断 で る る 。 ; t る 。

工事発誌の段階に於て設計、見積、入札決定、了. 事監

督等に関 して議官庁主主びに建築事務所の存在を忘れては

お

仁筆者株式会社桐田商会取締役社長〉



コ ン ク リ

物資の鐙宮なアメリカでも現在及び将来の国際情勢か

ら見て将来の構造用鋼材の不足は予想せら才L、叉セメシ

トは鋼材以上に不足を 告げるｬＡＢｾろ うと考えられてい

る。更に従来物資をふんだんに使用していたアメリカ工

業界も、国家の資源は無尽でもな〈、 従って之を経済的

に使用せねばならぬと自覚して来た。かような情勢' ( : 、

建築構造材の経済的生産仁特に材籾的に〉の問題は現在

アメリカに於ても大きく取上げら才いその研究及笑施に

然心でるる。物資の不足にあえぐ我国では建築構造材斜

の経済的使用は建築技封筒に課せられた問題であるから

本稿' ( ; は最近世界各国に用いられている材籾節約を狙っ

たコ y クリート 構造法を簡単に述べて参考に資そ う。

先き頃アメリカのマサチユ 戸セツツ工学研究所に於て

構造部門の研究者及施工会社の技抗、時 等 約 60a 人がアメ

リカ、カナ〆、ヨーロツ パ等より参集 して元瓜力式 ヨンク

リ戸トに闘 しての研究会を開いたと伝えられている。元

応力式コゾグリ ート がヨ戸ロヅパよりアメリカに伝えて

より約60年であるが、この間鋼材の供給ffiが不足でるり

且それが高側なるヨ 戸ロツパでは此の締法が相当笑際的

に応用されたに拘らず、アメ リヵ' ( : は割合資材の経済化

と資源の保有に無関心・であったため左程注白されて倍な

かった。然し乍ら戦後特に材料の経済化という点' ( : 此の

構造がアメ リカに於て脚光を浴びるに至ったの T:: ある。

元応力式コンク リートとは、それが載荷されるに先達っ

てコゾクリ ート に予め圧縮出力発生せしめる方法を用い

たもの・であって，かくして畝荷のためコ Y ? リF ト出幽

材に生ずる引張Ａぷ力は予め与えられた圧縮 ｉｪｃｾ 力に打消さ

れ，コ Y グリート 断匝iには殆んど、叉は全〈圧縮出力の

み起り、但裂の発生が阻止され得るの・をある。従って本

来不適当と思われた個所にも コy クリートを用い得る嫌

になる。将来この構造が普通の鉄筋コ Y ? リート構造に

とって代ればコゾクリ 戸ト 構造の務性状は改善され、 材

料特に鋼材の節約が達 し得られる。現在此の儲造に用い

られている鋼材は商51強強度、高弾性|湿度、及び相当の

t ! l 性をもっピア ノ線であってコゾ P りF トとしては材令

28日の圧縮強度が少 くとも500- 600晶 / c m
2

程度の良品

質のものが必要である 。コ Y ? リ戸ト 強度を高める為に

は混練水盆を少な くする必援があり、従って施工に際 し

てはバイプレ ーターが用いられる。次にョ y グリ ート に

元凶力を与える方法としてプリテ y シヨン法とポストテ

Y シヨゾ法の二方法がある。プリテ ν シヨン法とは予め

ピア ノ線に引張力を与えておいてからその周囲に コゾ タ

ト +葺 造 題

奥 島 正

リF トを打込み、ピアノ i線端部事付近の綻諸によってコ y

F リートに圧縮を与える方法' ( : あって、元応力はピアノ

線， コY ? リ戸ト聞の臣翼線と附完? とによって確 保 さ れ

る。之に対 しポス トテ γ シヨ Y 法は硬化したコ Y ? リー

トに対 して行う方法' ( : 此の場合引張 される鉄筋は予めコ

γ グリートに附着せざる様挿入しておきコ ｙ グリ 戸トｾ ，
充分硬化してからコ y クリート 部材の端部に鋼板を挟ん

だナットの飾付けによって鋼板のベヤ リゾグに より 圧 縮

をコ ｹ クリ 戸ト に伝える方法 ・ＨＺ ｾる。プ リテゾシ ヨン法

に就いての研究者と しては Freyssi net ( 1928) ， Hoyer  

( 1938) ， Emper ger  ( 1939) ， Scnorer く1940コ、 Abel s

く1940、42) 、ポストテ Y シヨ Y 法の研究者 と し て は

Dil l  ( 1923、25) 、Anderegg ( 1934) 、Di scni nger ( 19  

34)、Fi nst erwal der ( 1936) ， Fr eyssi net  ( 1939コ、

Abel s ( 1940， 42) ， Magmel - Bl at onく1940，43)等があ

り、此の中 Hoger は現在元凶力式 コゾタリ戸トに用いら

れているピアノ線を初めて用いた人として有名である。

俗てプリテ γ シヨ γ 法とポス トテy シヨシ法と何れを用

いる方がよいか という問題であるが、効率の点からいえ

ば、プリテゾシヨ y 法に於てピア ノ線の直径及表問の状

態が適当・であり 、之が充分コンクリ F トに附着するなら

ばポストテンシヨゾ法との聞には何等の優劣もないの・で

あるが、総括的に云って両者の聞にはその聞にはその使

用分野が存在 し、プリ テY シヨン法は電盈の余り大なら

ざる部材を危産するに適 し、 ポス トテ y シヨ y 法は大き

い貰い部材を現場で製作するに適 してい る元』ぶ力式コ γ

クリ ート に於ける一つの問題はその加力方法である。之

に就いては前掲の研究者等が種4 の加力方法を考案 して

いるが〈第1図は Hoyer の加力装置を示す〉、その装置は

ー施
図
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此の構造の信頼性や経済性に影響を与える。 11: / タやパ

イプの如 〈特殊な形体のものに元J，!:.; カを与える場合には

アメリカでは最近相当進んだ装置が発明 されている。即

ち現在北米には約 1千万ガロソの容量; をもっ II: /! ? も元

応力式コ ｹ クリ戸トＧｾ作られるに至っているが、その場

合元応力を与える装置として自動進行式の機械が用いら

れている。此の機械は9 1 ! 単J時の速度で 31: / クの周囲を進

行 し、 ピアノ線に93k g / mmヨの引張力を与え乍らピアノ

線を等間隔に嫁旋状に巻いて行く。そうしてその後はニ

ユ戸マチックコンタリ戸トの薄い厨で彼鋭される様にな

っている。次に此の構造のもつ利点であるが，普通の鉄

筋コ Y クリートでは中立軸以下の! : i l按側ヨ y クリートは

空費されているのに対しI l t の摘造ではコゾタリートの全

断聞も有効に利用され、叉鉄筋も節約されるから、或る

例ではコ γ クリート量は5 0 %、鉄筋量はdO%も節約し得

たいという報告もある。叉此の将軍造では梁及床の全高が

鉄筋コ y クリ F ト構造に比べて減少しうるので天片ー高を

僧加しうる利点もらるの筒x元凶力式コ γ クリート材に

於てコ Y クリートI i f l ' IIII に引張此; 力の生ぜぬ様設計すれば

コy クリートの亀裂発生もl Viぎ得て、海水中のパイルや

化学工場、 薬品倉庫建築物に月1いる場合は部防の耐久性

を僧失せしめ得る。此の権造は叉その経済性のために縫

奨する向もらる。前に述べた如〈使用材料盆の経済の点、

' ( : はその優位は認められるの・であるが、その金工授に就

いて考察すると国怖によっては必らずしも経済的とはな

らぬでるろう。即ち労力強カ司氏ＡＮｬｦｴＧｾしかも材料費の高 ｦｬ 凶

な国を除いてはその製作費は普通の鉄筋コ γ クリ戸ト構

造の場合よりは高価にこそなれ、低くなることはあまり

期待出来ない。従ってア メリカ の如〈労力費の尚悩な国

に於ては以前此の構造の以用は臨符されたのであるが、

現在では此の園に於ても型枠の耐久性、加力装置の改善

等によってその経済性を高めようと努力している。他方

元Lぶ力式コ: / ! ? リ ートの係用に近 して難関も、見 出 さ れ

る。それはその特許に隠する問題であって、現在アメリ

ヵに於てもそこに作られる元凶力式 コシクリートは何れ

もヨーロヅパの会社の手で作られて

いる現状で、我国に於ける此の機造

の採用も現在では此の点で図甥 Ａ でｾ

る。街止との構造では初比; 力の効果を

充分発嫁させる為にはその施工が正

しく行わねばならず、従って施工に

対する監督も厳正たるを必ずペ〈、

叉使用コ γ グ リート のスランプが比

較的少なる為狭少なる部材断閣では

コγ クリ戸トの打込みも非常に困難

となる。これらの難点が改善されれ

ば我国の如く構造用鋼材の供給充分

ならざる所では将来経済的な構造法

28 

として賞用されるでるろう。

コンクリ F ト徳造' ( : 今後実施の盛になると恩われるも

のに曲関締造がるる。止tの構造も亦材斜の消費量が{ 也の

構造に比して少〈なり、特に従来は鋼材でしか可能でな

かった大張関の織一造 も鉄筋コングリ戸ト造で作り得てそ

の結果高仙iなる鋭材の節約は著る しく向上される。曲凶

構造 ε荷' & を支える事は古く から用いられてきた憎造法

で所諮ドーム、グオ ールトとして知られている。ローマ

時代以向作られたいくつかのド ーム、 グオ戸ルトは石材

で作られているため現在実施されている鉄筋コゾグリー

ト曲耐に比較すれば曲面の厚さは大 きく、従ってA 盤も

震い。例えばローマのパンテオンのド戸ムは張問4 4 mで

全電祉は11，OuU t、セ Y トピー 11- の ド戸ムは狼間 4 Um

'C; ' 10， UUO t といわれているが、現;在の曲雨理論で・設計さ

れたもの・では狼閤4 0 m鉄筋コゾタリート球盆の場合、そ

の全厚は頂点で 6 c m に過ぎず、そのl IU注も屋根葺材料

を含めて僅かに 330 t  Iこ過ぎぬ事を知オU ま我々は学問の

進歩に堕然たるを得ぬのかかる幽i色iが上記の様な i¥'年い厚

さＧｾ燐造出来るのはこの幽凶鋳造が膜の作用と同僚にな

り曲げモーメントが起らぬから・である。叉球藍の裾の方

の取吸い方 lヤ適当にすれば球蓋の高さも減少し得るので

あって、現;在の球藍は従来のド ームに比 べると君子る しく

低くなっている。例えばドイツの 7 ラ: / ク 7 ルト、アム、

マイ ν モの電気会社に作られた球蓋は終惜126ml こ対しそ

の商さは僅か3， 4 mであり、曲凶の厚さは 4cm に過ぎぬ

叉曲匝i椛造の大きな利点は張聞が憎しても曲聞の厚さが

左草握手干るしく僧大せず、従って権造体の自震の増大も比

較的少ない点である。曲国構造は球蓑のみに適用しうる

許りでなく 、かま ぼこ型の屋根にも比; 用しうる。即ち相

対する妥墜に円犠形の曲聞を張灼渡す場合もその幽匝i

には殆んど曲げモーメ Y トが作用せぬ様構造出来るから

曲闘の全惇を極めて薄くなしうる。かかる構造はハ Y プ

ルグの倉庫、フラン P フルト、アム、マイ Y 及びプタペ

ストの市場に1 * 用されている。プタペスト市場の曲面の

梁聞は12m、宇目文、rずる妻壁の間隔は4 1 mでその中間には

第 2 図



柱な〈 、而も曲面の厚さは 6c m である 。 第 2 固に示す 的に行号必要 もなく、叉室内は光線に対して反射聞の役

のはニユル γ ベルクの自動車庫でるるが前記の? 新盆を少 目をなし採光上便宜な点がるる。叉必要ならば第 2 図の

し変形 したものでるる。格納庫に用いられかまぼこ型曲 如〈天窓を付する事も出来る。然 し曲面権 造は従来の骨

間・で大きな実例はアメリカのラピッド市の空軍基地にた 組 様造に比しその施工が複雑となり、特に配筋と型枠の

てられものであって、その 梁間は ＳＴ￹ｾ 足、 妻間隔は ＳＰＰ 民 平 施工が複雑化する。即ち曲面に対する鉄筋の加工及び配

国iの国績は10，200平方沢、桁行23! ! 1¥おきにリ プが付いて 筋は本目当而倒 となり、型枠の組立もz j J ; 直線部財の場合よ

いる。その曲面の 厚 さは頂 点 で Ｕ 、鋸 ＧｾＷ 、 ・であるが 、現 在 りも 複 雑化する事は論をまたぬ。此の為に此等の工事に

の所格納庫 として 用いられた的問積矯造Ｎｾは記録的な大 対する労力は比較的高価 となり 曲者構造による材料費減

さのものでるる。最近・では更にこの曲曲構造を片持梁の 少とは逆に鉄筋加工及型桝 E立費の僧加を生ずるが、前

上に架け渡した構造も出現 した。第3図はマドリツド競技

第 3 図

場の屋根Ｎｾあるが ＱＳｭ 、 失出 した 片持梁の上にグオ ー ル

トを連続 して梨渡し、大きな間越を裂はしめて」、 る。曲

同総造の利点 としては先き に述べた如〈材料消費frl : の節

約があげられる。 例えば小さい梁聞に架け渡した場合で

も 、 若 し 之を鉄 骨 構造Ｎｾ建築 した 場合に比較すれば鎖材

の約飾は40%にも 及ぶ という例があげ られてい る。叉そ

の維持の点からいって鉄骨構造の場合の如〈塗装を周期

ハ ガ キ 回 答

( 23頁より 続く 〉

上 林 博 維

業界からは年 々深い溜怠が聞かれます。責任ある立場

にま ｢ る方が 、 部下を食べさせる為に 、 お互に ｾｉｾ を削って

仕1 l I を厳り苦闘されていることばよく承知して尉ります

が、その努心に一端で、仕事の絶体盆が多い処の社会を

築き上げて行〈ことに努力を払うべきだと考え ffi んで肘

ります。 く大 阪市大専任講師〉

津 村 重

施工技術の向上の普通化

一一加工技術者の積極的な破究 と、 誠実な施工 ζ そ婆

S込

者の減少よりも後者の憎加の割合の方が小さいから結局

曲面熔造も経済的には優位でるる

と認められている。特に円思形の

曲国際造 ・ ｾｉ Ｚｴｾ事動式の型枠を反縦

A 使用する事により経費の節減を計

るｾＮｦＮが出来る。例えば前に述べ た

ラピッド市のぬ納庫'CはE提出134J  

沢 、桁 行 Ｕ ｕｾ のア ｆ チ 型足場及抱

粋をl順次主主動させつつコ L〆タリー

トカ明込まれた。かくて型作の経

費節減はその可能なlX<<L使用凶数

の僧加により著る しく 高め得られ

るの・であるが、最近では更に能率

的な型 枠 として木製足場の代りに

鋼鉄製アーチを使用する事がアメ リカで計 画 さ れ て い

る。かくして1923年にドイツ・で生れた幽国鉄筋 コy !l リ

戸ト 構造は今ゃれ1: 界各国に於て災施 されるに歪り見事な

構造美を誇っている。ひとり日本に於てはその発足がお

くれていたの・をあるが、1951年、我国に於ても梁間40m

高さ 7 mの大球惹が実施 されるに至り、 更に叉現在施工

中のものもらり 、漸く笑施期に入ったi誌は喜びにi越えぬ

く筆 者大阪求学 工学 昔 ｲ ｾ 教佼 〉

ま しいの特別な人を省 き殆んどの人は戦争による プラ

ンク時代を持っているの・をあるから 「今夏」などと知

ったかぶりをしないで，赤繰荷に自分を反省 して勉強

してほしい，少しも恥になることでなく、むしろその

態度は貸いと思う。〈住宅金融公庫大阪支所建築課長〉

松 本 儀 八

日間127年の建築界に唱む事の多々なる中に公-j七的建勧

の復興 〈建設〉も さる事ながら同民生活の容認でなる住

宅建築の復興充突が国家の上からも主主も唱ま しいと思 う

く大 阪府家具前j工業協同組合理事長〉

中 西 六 郎

明朗健突な建築界を夢みています。

く中西建築事務所々長コ
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建 築 設 計 業 界 に 於 け る 昨 年 度 の

諸 問 題 及 び 今 後 の 見 透 し

お 断 リ

表題について論ずる様に御指命を受けたが後段の今後

の見透しについては何分変転極りない時代であるから筆

者の如き若撃の不可能な事なのだ只今年度の問題となる

ような事項を二三挙げて責をふさぎたい。

年頭に当って先づ}I 蹟序として昨年の回顧をするのであ

るが、本論に先立って一応経済の一重量と しての建築界の

香 取 ネL

除された為在来工場の鉱張、或は新設、亦は戦時中転換

されていたものの復旧等が目覚ましいものでるったの

中期以降経済状勢の悪化から園内工事量は一時頓座の

形となったが、之は今迄急激に膨脹したそれの盤理期に

入ったとも見られ漸時定常状態へ進みつつらる様に思え

る。あながち悲観するに当らないであろう。街従来園内

工事に比して余り重視されていなかった沖縄に於ける米

軍施設工事も漸〈日本の業者の本格的な参加が行われ次

状態について一貫するに、一昨昭和25年 7 月突如と して 第に活況を呈して来た。

発生した朝鮮勤武は年キを越えて今年に入って彼我戦線 2  

を反復すること数次中共義五月箪の参加によってJI¥-'l 本絡

化し且長期戦化をする様相: を帯びて来た。これによって

国連仮IJ の戦略物資の圏内向け特需が大量に発注され、そ

れ迄槍低迷 していた吾国諸産業は俄然活を入れられ、活

況を呈して来た。一方園内の一般状勢は終戦第 G年を迎

えて諸産業の基盤も漸く固まり、輸出は進展し、相侠っ

て急激に発展の緒についたのであった。然 し乍 ら中期以

降は朝鮮動苦しの停戦交渉成立、圏内物仙iの上昇、電力不

足其の他の影響による輸出の不振、それに〈ゾフレ抑制

の金融引締等の原因・で経済界は一時停頓の状態であった

が漸次立直りをみせ、緩漫乍ら平常状態に戻りつつある

と恩われる。

待望された講和会議も漸〈本年 9 月調印を終えて近〈

比准されて愈々独立国の形態を獲えるの・であるが、世界

の一環として動〈経済界の前途は混沌裂に対立する東西

両陣営の間にあって、朝鮮動乱休戦の成立さへ未だ定ら

ない状態・とその帰趣がどうなるか沓と して見極める事

が出 来ない様ＮｴＺｾる。

吾が建築界の大きな動きも当然乍ら圏内の経済状勢に

追阻 し乍ら発展と沈滞を共に し乍ら26年 を 経 過 し て い

る。t ! oち、

戦後の著しい建物の不足と資材、労力の不足により止

むを得ず所諮バラックの族出していた者jl 市も都心部は漸

〈鉄筋コ: . - !l リ戸トや鉄骨鉄筋コ ν グリ戸ト造の本緒的

な建築物がアレヨアレヨとゅう聞に軒を連ねて建てられ

始めた。勿論これには建築基準法の施行された事が預っ

ている事もらるが、都市の高層ピルの続出はｾまじい勢

であり、現在工事継続中のもの亦少しとしない。一方工

場其他の生産用建築物はピノL などに先立. って早くから建

設が力強〈進められていて取り分け繊維工場などは輸出

の主力をなすものとして重視され且従来の設備制限が解
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扱建築界にとっての昨年の特集な事と して次の二づが

挙げられるだろう。

A  建築基準法の本格的な施行

B  建築士法による1、2級建築士の誕生

建築基準法は昭和25年11月に施行されていたが昨年に

入って関係令、貝リが整備されて設計する側も、確認をす

る側もこの 1 年の聞に漸く馴れては来たが、何と云って

も未だ試用時代・さらった。此の間種々の問題が提起され

ている。例えば解釈の一致せぬ点、笑状に沿わない点、

法の吉. 点など。これらについては関係官庁の側でも採り

上げられているようであり、亦、民間諸団体からも建議

或は陳情などの形になって現われておって、これらは何

れ何らかの措置や立法が講ぜられて建築基準法は一歩ー

歩完全なものになっていく事になる‘ oあろう。特に他の

関係法規く労働基準法、興行場法、旅館業法共他〉との

聞に明文条項に不一致の箇所が多く、これの調整など第

ーに着手されねばならないだろう。

建築士法による 1、2 級建築士が誕生した。就中 2 度

に亘って実施された検定試験はショ ート アy サ F 式によ

る国家試験としていろいろと話題を提供していたもので

ある。

それはそれと して建築土法は法令の名称の上では戦前

から喧しく論議されl日建築士会や設計監理協会などが中

核体となり立法化を期して華々しく活動をしてきたもの

で、漸〈年来の念願が成就したかの感がるるが、一部の

追加条項をも含めて本年 4 月より実質的に施行される新

しい建築土法はその内容に於ては建築土と云う言葉の概

念からして過去に於て唱えられていたものとは著しく趣

を異にしている。こうした問題に就いては既に当時各方

商で喧しく論議されたものであるが、何れにしても設計

及監理を業とする者の資絡を規定する意味に於け る 建 築



土の問題は後日の問題として残されたわけで為る。

3. 

次に建築の設計監理の問題について昨年中に述ペられ

発表させられたものを拾い出してみるに、他誌に於ては

概して低調でるるが、本誌では中身、活躍Eに各方聞からの

論議が採り上け. られている。とりわけ、新年号の知名士

寄稿の「よい建築をつ〈るには」の企画や、各号の「時

の言葉」御茶の他，亦 8 月号では関西設計界の権威者に

対 して編輯部の白石氏外のイ γ タ戸ピユ戸が夏期の消涼

淘Ul こして、建築係の人身に多大の感銘を与えた事と思

う。亦11月号に於ても閉じ問題について設計監理の立場

と詰負設計施工の側の立場から論じられている。これら

の中から主なる主援を抽出して列記してみると概ね下記

の如 ｃｾ あるが、こうして列記してみると、これらの問

題は何れも既に何年何10年も前かI ら論議されていたもの

であって、建築の設計を如何にすべきかと云う問題は同

じ問題が一向に解決されていないと云う事を示すもの. ( :

ある。

A  建築設計者と施工業者を分離せよ。

B  社会的地{ 立を向上させる為に建築技術者の向上を

図れ。

c  r安〈 速く j をモット ー と し 粗悪な設計をする

設吉十者を屠れ。

D  官庁や大会社の蛍絡部門の設計を止め" " ' 民間建築

事務所を活用せよ。

E  施工業者の必質な〆ゾピゾグを止めさせようの

F  建築設計の教育は設計家が担当せよ。

英他

これらは何れも建築の設計から建設への極〈原則的な

問題であって、純理論的にみても、アメリカ英他諸外国

の例をみてもその解答は務めて明白であって、こうした.

問題を係り上げねばならないと云う王将からしてむおかし

い。然 も何年もの間祢えられてい乍ら一向に解決されな

いのはその其原因が奈辺にあるのかの判りきったような

事乍ら吾等の理想への道は速く聞も険 しい。

4. 

建築の設計監理業は委蹴を受けた工事の設計或は監理

に対する報酬を受ける事によって業を営むので，建設業

者が設計施工を行ろ場合に於ては通常設計緊理としての

報酬は確たる定めもなく工事費に合まれている様な形で

大限ｾｷＮ医ガスピ ＱＢ J!{ K  ｋ クントク也北 ｾＨＲＳＩＴ 叩 Ｕ

猿刃、日本橋良服栂2の3 ，J ( : ，生産業 K l < . . む日本僑 ( 24) 2539

名古苛1 腸前深江町2の1 K K ケ Y ト ク む 木 局 ( 23) 457f1

見過されている。この事も勿論問題となる事で‘ あ札昨

年度も種身論議されているが、それとは別に設計業者に

とっての報酬の率は通常設計監理協会の業務規定に定め

るところによっているものであるカに誠実な、責任ｾる

設計監理を営むについて甚しく低率でるった為これを改

正しようと云う欝が起って昨年の 8 月の設計監理協会の

総会に於て糾率が変更された。 これは設計監理を営むも

のの向上と自衛の手段でるるが、設計監理協会と云うも

のが民間有志による団体でるる為何らの拘束を持たず為

に必質な設計業者も拶探 したのでるるが、新しい建築士

の誕生を矧と して同協会を中心に設計監理業を営むもの

の凶体とした強力なものを造り出そう と云う動きも見ら

れる様になり、今年・に入れば何らかの形に於て表面化さ

れてくるであろう。

それにつけても前述の如〈本年 4 月より愈A 実用され

る建築土法に於て新 しく 明文化され第 3 条( 1 級或は1、

2 級建築士. ( : ないと言宣言十ヒてはならない建築物を規定し

たもの〉の実用田iの効果或は巡用。 iJF、26条の 3 号の規定

〈建築土事務所の各所負が第 3 糸に違反したときの嗣

貝1]) の迎用等中身微妙なものと して今後の問題を提供す

るのであろう。

tJF既{ 主の建築土会〈建築士法の建築士ではない〉が発

挺的所消を して、新しい建築土法による建築士を以て編

成する建築士会を設立するような動きもあるようで、 何

れき長rll. ift してくる事と思うが、建築学会、或は他の民間

卜H体との闘係などと共に注目されるもの ・をある。

5. 

沖縄島に於ける米軍建設工事に日本の建設業者が従事

しその工事公が益々増大している事は先に述ペたが、

一建築月戸j誌は最近号に於て日本の設計家がその委蝋に

よって設計の而に於て協力している引を報じている。日

本の設計家の技術が認められたものＮｾ忘れば誠に間優に

狙えないが、今後共技術の輸出として吾がi設計技術が広

〈渉外に進出するｬＩＮｔＭは誠に希ましい ｾｲＨＺ 、特に中東諸国

印度及南方諮地域等に対する P L A NT 輸出に伴って建

築技術の輸出と云った事が今年に於いて実現するのでは

ないだろうか。

仁筆者東畑謙三建築事務所々員〉

建 築 窯 員

ユニヴアース写真工嚢枇

森 庄 次 郎

大阪市南区笠屋町・ 4 呑地

くf旦周防町三休橋角コ

? 立話爾@ ! ! 4  0 呑
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島 田

日本人の最も 悪い習慣は時聞を守らないことでるる。

建築の竣工の時間の差が特に甚しい。そして、それを止

むを得ないこととしている。博覧会の様に閉会の時に完

成する様な計画と建設は施主も施工者も充分考え直すペ

できるる。政府の関係する公共事業にしてもその計画と

予算化と資金 とその実施の時間附ずれを工事の氾滋に化

してもらいたくない。叉これを竣工期日の守れない理由

にしてもらいたくない。毎年必らずらる雨期と台風期は

工事の期間中にある筈でるることも 充分認識すべきであ

る。 27年度からは是非共産費工期日の適正化を希望する。

〈堺市建築課長〉

熊 沢 六 朗

昭和27年の建築界への希望は何かと希屯し夢見る事項

が余りにも多過ぎ. ますが、要訳して見たら左の三項にな

りました。

1、業者 〈建設〉の経営改善に依る企業合理化の徹底。

2、業者を自縄自縛する「赤字入札」の絶滅。

3、所調「土建屋」を業界の内外から払拭。

何だかいかめしい「スロ F ガ ν 」めいていますが要は

業界の縦と横の連絡が緊密になって仮令一項目だけTきも

達成されたらと希宅して止みません。

仁日本建築協会々員〉

藤 原 義

1、 建築に関する各種専門良雑誌の議出。

学会の研究発表者が観羽多数に上り時間不足のために

1 人 1 題10分とか 5 分とかに時聞が制限せられている

状態を見てもこのことが痛感される。「建築と社会」

ば大分戦前の面影を取り戻したが、向ほ内容と編纂方

針にお座なりと低調の憾みがあるように恩われる。

2。建築協会の更に一層の積極的活躍を望む。

経費の関係もらると考えられるが何とか現在の" ' < ' : - _ / ネ

リズムを打開して昔の華やかな‘ 活気を攻り戻 してほし

い。これは協会ばか りの仕事ではなく、 会員自身の問

題でもあるがそうなると自分はこれを云う資絡はない

か も 知 れ お 。 ( 京 都 工芸繊維大学教綬〉

西 脇 秀 太 郎

戦時から戦後にかけての数年間、極湖令に数多くの家

が重量てられ: た、之等の建築には当時資材の不足などの関
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係もあって材質の不良など問題にならず、叉施工の方も

悶分手荒〈実施せられ、今日筒芙れ等の工法が当然そう

おるペきものの如くに考えられて居るのではなかろうか

と思われるものがあります。終戦後既に 6 ヶ年を経過せ

る今日・斯ろした悶生習は 1 日も速く改めら約A 戦前の如

く高級下級、夫 キに応じ良心的な工事が奨施される機な

時勢に戻したいと予てから‘ 希望して念願して居ます。

( 大阪建築事務所〉

国 男

1 建築怪と云う奇怪ケ 島と社界 とのつながりをもっと閉

朗密接になりたい。

2 島に捷む鬼達 もその色別相互のプロフエシヨナノレセ γ

スを持主主 し合い己に真而目な商魂の上に立つ様lこ前進

したい。

3 建築評論の誕生。最も生活に近い文化の一つが建築' ( :

あることを一般人が忘れすぎている嫌だ。

4 建築基準法の訂正。奇4 こそは消しコ・ムがなかったな

らば今日の綴減が生れなかったと恩われるその偉大な

効力を熟知している答。

5 コンペテイシヨンのフェア戸な運営とエチケットの誕

生。エチケットこそ法律以前のもの '0 ;b りその島の発

達段階が計られるメータ F ・ではなかろうか?

6 奇怪ケ 島の慾法は ! '? に三田建築事務所〉

1， 建築土法の突施。.

乙 都市不燃化の促進。

3， 建築技術の海外発展。

中 村 綱

特に沈滞する建築界に活を入れるため業界の大御所連

は力を出していただきたいと思います。

仁日本損害保険協会大阪支部火災技術課長〉

村 野 藤 善

1， 生産諸材の高度化。

2， i 設計」なき設計。
( 村野・森建築事務所長〉

玉 . 秀 雄

L  建築基準法、建築士法が着々実行されつつあるのは

喜びにたえないが、建設業法があまりその効力を発揮

していないのは遺憾である。悪徳業者を駆遂し信用あ

る真回目な業者の健全な成長をはかるため業法をより

強化徹底させねばならない。

2， 目前の工費が少々安いからといいつつ昨年もいかに

多〈の建物を焼いたことか。今年は木造建築の新築を

極力抑制 して建物はすべて不燃建築とすべきでるる。

3， およそ昨年ほど電力不足を痛感させられた年も少な

ぃ。新生 日本の発足のためには先づ電力資源の開発が

具体化さるべきでるる。( 清水建設北陸支庖長コ



佐 久 間 選 治 水 野 金 市

建築の許認可が地方自治体に於て為されると言 う事は 1， 住宅建設の強化住宅用地確保の為の適切なる法制lの

大阪市の如き大都市にては当然であり市民の利誌である 確立。

事はあらゆる而に於て想像に難〈ない然 し建築1T政の桜 2， 都市不燃化促進強化、耐火助成法案の突現。

殺E つ難事でるる事: は周知の事実である特に地方自治体 3， 建築土法の一部改正する法律の適切なる迎用により

と云う事になるとボス的存在の跳梁を監悦せねばならぬ 建築物の償の向上を期待す。

同時に不馴れな係官が番奮の務査に当ることはミスが多 統一ある工事管理業務の確立。( 愛知県建築課長〉

いのではなかろ うか。併せて昔から狂人に刃物と云う諺

があるが今日迄府庁当りを上級官庁として自他共に認め

て来た。待宅の権限を建築基準法の実施で得られること

になって公僕精神を忘れ旧来の如〈官僚的になるの・むな

かろうかどうか単なる杷愛であって欲しい。

仁佐久間，f自治建築事務所身長〉

中 川 了 交

講和後 1 年と言っても敗戦悶である，かつて一度も経

験 したことのないことでるるにも不抱街頭を見よ 、 ; bた

かも戦勝国民の如〈街E 腐敗駄落した言動日アメリカニ

ズム」の短所ばかり集大成した状態- r : 産業の復興も輸出

の振興もあったもの ' 0な心。政界を見よ産業界i }F しかり

之で諸外国が本気で取引する答がない 、 ｻ也市 ｩｬｦ￬ｾ 雲未だ去

りやらず雨か雲かはた! 吸か? 本年こそ緊縮一致の秋・を

あろう 、従って建築界も余り大きい噌は持てない。音1! 会

表 筋 の 「 大ヒソ ｾｊ 建設の衷凶 少 雨 、 微風さへ凌げない践

が伏屋が林立す る状態、労働問題あり 、健保問勉あり、

更に六三学制問題ありそれらも何処吹く風と議政壇上は

君民を踏台に して党芸拡大にのみ淡々と している、{悶々

「土木建築」が明みに出れば疑獄の温床 '0 ある。本年こ

そ建築界は 「行政面」 も 「設計' * 理問」も「施工面」 も

ｺｴｊｾ ｦｬｉｬ［材方問 」 も明朗なる復興の基監となるべきである

建築の社会的使命を良〈認識 して疑獄なき「ケレ γ 」な

き 「イ シチキ」 なき巡蛍を切に希噂する。

「行政問」は法令の扱いを大乗的に、私情を捨て、学

問、 郷閥、政客に怖れす 「ポス」に左右されず、誘惑に

負けず。 「設計監理面」は建築企業側の良き伴呂と して

法の側面的援護者と して忠実なる設計と厳理にw念↑ 互に

研究的立場にあって技術の紋慶と精神の陶治に務め。 「

施工面」は品絡を落さず 「プロツキJ I パク ト」の代名

詞の如〈扱われる社会的汚名を挽回せよ。使用者側の身

になって良心的な作品を残せ。「材糾同」は質の向上、

型の研究等規絡に総らずそれ以上のよき製品を施工をす

ること材糾界に託された任務は甚大である。

六 海 卯 市

1、 住の問題を政府は庶民的に国策と して、積極的に具

現を望む。

2、 建築基1 1 ! l 法の再検討を望む。

3、 乾式構法の普及化。 く大海建築事務所長〉

松 本 興 作

之れからの建物は出来得る限り防火建築物となすペき

で あ る 。 ( 第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 コ

石 本 喜 久 治

1. 建築工業費の引下げを官民闘係者の合問、地減の連

衡等に依って研究考慮することと共に建設資金の融通

円滑且つ潤滑にして貰うようにする請願努力を袈唱す

るの 〈新日本住宅社長コ

今 吉 重量言聖

戦後の似設建築時代は過ぎ去り本格的の建築時代とな

って来た、時間じに して建築士法が実施せられ述築界は

新らしい段階に入った、今後は優秀な建築の出現をi切符

すると共に建築業者間の無理な競争を反省 して互に協力

し建築の健全化に努める織に して欲 しい。

く光風工業高等学校教官〉

小 田 島 兵 吉

建築にたづさわっている人すぺてが、食いはぐれのな

いほど建築工事が培えることを明みまず。同時に建築家

というものを! 日澗の人がもっと重必祝する様に建築家自

身 の 自 震 を 望 み ま す 。 ( 大 林 組 設 計 部 長 コ

村 井 進

財政 とか金融とかの高からは種止の問題がらりま しょ

うが、都市の宅地の高度利用、木材の使用節減、筋災の

耐久何れの点からも秀れている不燃精進の建築物の普及

に尽力したいと思います、同時に施工関係の方止に対 し

て、施工の一段の向上に努められることを希望 して止み

ません。 く建設省住宅局建築防災課長コ

本誌昭和27年度表紙!懸賞募集結果発表

。5頁より続o

本年は応募総数30点' 0作品の内容も昨年より良好- 0あ

った。但し残念乍ら突用性の乏 しいもの及び模倣がかtl:

りの数を占め特に傑出したものが少かった。何本月号よ

りの表紙は入選作に若干変更を加えたものである。
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会 務

建 築 講 習 会

仁11月分〉

去月 17日より毎週月 、水 、金夜間開催中の第 2 回建築

講習会ば本 月も引続き 2 日よ匂始 め12日を 以 て 終 了し

たの当夜ば中野主記理事: 本会代表閉会の挨拶を述べた。

聴講者 220 名。

理 事 会

8 日 2 時より於朝 日; 事務所竹腰会長外 S 理事訟久保、

山邑監事列局、日 本学術会員坂静雄氏申出に係る建築士

国家試験存廃問題、 日本設計管理協会申出に係る工事詩

負約款計算承認の件、建築学会秋季大会後援の件、大 阪

文 化学院申越の諮習会後援可否等協議入退会詮衡、 25年

度決算につき宮土信託会計検査終了、十月分会計状態、

建材審査外委員会経過等報告後大阪建築士会設立問題に

っき懇談 した。

建材審査蚕員会

10日正午より於朝日事務所程塩委員長外10委員受審申

込者側佐村木簡庖外 G 名列席

佐村木商脂平安瓦、田島応用石綿 J レ戸フイゾグとアス

タイル、大阪防水社ウカ液肪水剤、ホ ワイ ト化学産業株

式会社防火塗料につき夫荷詳細説明を聴取防火塗料マキ

シタイ トについてはアノレ コ戸 ノレラ y プで凡三十分耐火試

験もした。岳時すぎ受審者側の退場を乞い協議の結果、

瓦とノレ 戸フイ y グアスタイルを 1分科に防水剤! と防火塗

斜を Ｒ 分科に別ち各 Ｖ 名宛の委員分担を定め分科会Ｇｾ一

応調査研究をなす事と して 5 時散会。

20日2 時於朝日竹内孝委員外出席 1 分科開催。竹内孝

氏を主査に互選、田島応用、笠原主任の出席を求め再説

明を受け質疑応答後備 レF ター提出方を乞い街更にアス

タイル施工現場検分を約 した。瓦については大体意見の

一致を見たので結論につき主査に一任 した。

27日於朝日 2 分科開催互選の結果布施氏を主査に互選

防水商l と防火塗斜につき検討の結果一応阪大奥島委員手

許に前回通試験を乞い其上にて協議する率、塗3斜は他の

建 築 と 社 会

第 3 3 輯 第 1 号
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編 集 発 行 人 戸 川 弘

発 行 所 社団法人 日本建築協会

大阪市北区中 ノ島 3 ノ日 朝日ピル

電話北浜⑫ Ｑ ＺＮｬＺＮｬ ｾ - 9 呑

振 替 口 座 大 阪 日 9 9 7 ci 呑

大 阪 市 北 区 堂 山 町 (j (j 

印 刷 者 網 野 栄

大 阪 市 北 区 堂 山 町 G G  

印 刷 所 株式会社研文社沼官官盟締@ 2四 番

製品数種を集め布施委員市大にて調査研究する事 とし参

考品至急蒐集を申合せた。

出 版 委 員 会

13日 4 時於朝 日小林委員長大和 理事出席防水関係者10

余名列席を求めアス 7 アルト 及 セメント防水につき。越

えて 16日 4 時より三菱電 機、オ戸チス、日本エレ ペ 戸タ

ー各 社出席昇降機につき20日岳時から須賀工業外数社出

席 衛生暖房につき夫 々ノマンフレツト 発行企 画 協議 した。

B 本透築学会秋季大会終了

23、24、25、 3 日間京阪神にて開催24日2 時 から朝 日

新 聞社講演会同夜高島屋懇親会には本会 よ りも後援出席

した。

定 時 評 議 員会

27日午後 2 時より於朝 日ピル事務室開催。評議員会 議

長河貞合貞一郎氏外評議員14名出席委任状29通' ( : : 成立開

会昭和27年度評議員定数の件、昭和25年 度J欧文 決算報告

承認の件、35年記念事業に関する件、常務理事常任に関

する{ 牛を宍々議決 した。

京都見学会 仁桂、二条城、 川島工場、修学院〉

21日10時より会勢委員会並に京都支部主催に係る縦宮

と川島工場見学会を開催、参加者凡60名、別記の通り近

来稀な盛会であった。

編 集 委 員 会

2 日3 時朝日ピルに於て白石委員長外岡田、南、福田

今西、光安委員出席 、 ｾＪ因係より ＱＱ 月号印刷状況説明後

12月号原稿の検討及投稿原稿の検討、写真版の決定、 2

月号の企画審議後散会する。

- 兵庫支部設立の恩人故岩尾保衛氏が活かれて今年三年

忌を営まれたはま子未亡人は病気中の所11月3 臼死

去され 4 日午後葬送会同日朝の知らせを受け 2 日続き

の休み'( : : 周知の途もなく 、早良兵庫県副支部長と大和

常務理事が葬儀に参夢l廠 弔 した。

・元理事と して叉、会勢委員長と して多年本会のため多

大の尽痔をされた故木村寛一氏が長逝されて早くも 3

年の星霜を夢と過 した。 11月24日の御命 日を追想すれ

ば うたた感慨無量なるものがある。去る23日前夜大和

常務理事が本会を代表 して仏前に額き、あり し日の街l

功績に感謝の念を捧げ御冥福をお祈り した。

編 集 後 記

謹賀新年。顧ると昭和26年は不安定な釣合状態を過ぎ

た様・である。 「建築と社会」も同様の感を免れなかった

かも知れない。正月号は昨年度を回顧 して今後の展望を

行 うと云う企画で編集 した。会員諸氏の御限には厚さの

薄い雑誌と映じる事と恩 うが、これ定予算上は大超過の

大筋なの' ( : : ある。 f古a.2 月号は普通号であるが、 3 月号は

工場建築特集の計画で夫々準備中でるる。仁白石委員長〉
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